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楊
貴
妃
文
學

史
上

に
お
け
る
黄
滔

の

「
明
皇
週
駕
経
馬
嵬

賦
」

竹

村

則

行

一

本
稿
は
、
唐
末
五
代
梁
の
文
人
黄
酒
が
詠
ん
だ
律
賦

「明
皇
　
駕
経
馬
堀
賦
」
に
つ
い
て
、
基
礎
的
且
つ
総
豊

的
な
考
察
を
加
え
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
該
賦
は
、
安
禄
山
凱
の
終
息
後
、
成
都
か
ら
長
安

へ
還
御
す
る
明
皇

(玄
宗
)
が
、
齪
の
渦
中
に
あ
え
な
く
没

し
た
楊
貴
妃
を
葬

っ
た
馬
鬼
披
を
経
過
し
た
際
の
感
懐
を
中
心
に
詠
ん
だ
三
百
六
十

一
字
か
ら
成
る
律
賦
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
特

に

そ

の
叙
情
性
、
律
賦
と
し
て
の
性
格
、
更

に
は
全
膿
的
に
見
て
楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
け
る
位
置
付
け
等
々
の
観
黙
を
中
心
に
し
て
考

察
を
進
め
た
い
。
ま
た
、
管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
、
黄
潜
及
び
該
賦
に
關
す
る
專
論
は
本
稿
が
最
初
の
試
み
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
黄
滔

の
紹
介
も
兼
ね
て
、
そ
の
傳
記
、
詩
文
集
に
つ
い
て
の
概
略
を
述
べ
、
あ
わ
せ
て
末
尾
に

「明
皇
週
駕

経
馬
冤
賦
」

の
全
文
を
附
す
る
こ
と
に
す
る
。



二

黄
浩

の
傳
記
資
料
は
い
ず
れ
も
断
片
的
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
豊
富
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
『十
國
春
秋
』
巻
九
十
五
、
『福
州
府

志

』
巻
六
十
、
及
び

『甫
陽
黄
御
史
集
』
(叢
書
集
成
初
編
所
牧
)
附
録
等
の
記
述
を
参
照
し
つ
つ
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に

す
る
。

黄
滔

は
字
は
交
江
、
福
建
甫
田
の
人
で
あ
る
。
幼
少
期
の
経
歴
は
明
ら
か
で
な
い
。
唐
昭
宗
の
乾
寧
二
年

(八
九
五
)、
進
士
に
及
第

し
て
い
る
。
及
第
者
は
初
め
二
十
五
名
で
あ

つ
た
が
、
昭
宗
が
更
に
親
し
く
武
徳
殿
に
お
い
て
覆
試
を
行
な
い
、
最
終
合
格
者
を
十
五

名
に
絞

っ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
潜
は
こ
の
合
格
者
十
五
名
中
に
含
ま
れ
る
。

そ

の
及
第
者
十
五
名
、

落
第
者
十
名

の
姓
名
を
、

い
ま

『登
科
記
考
』
巻
二
十
四
、
乾
寧
二
年

の
記
事
に
よ

っ
て
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

及
第
者
十
五
名

=
趙
観
文

・
程
曇

・
崔
賞

・
崔
仁
寳

・
盧
贈

・
童
説

・
封
滑

・
章
希
震

・
張
蝦

・
黄
酒

・
盧
鼎

・
王
貞
白

・
沈
巌

・
陳
曉

・
李
象
禎
。

(
1

)

落
下
者
十
名

=

張
胎
憲

・
孫
薄

・
李
光
序

・
李
福

・
李
途

・
崔
礪

・
蘇
楷

・
杜
承
昭

・
鄭
稼

・
(盧
廣
)
。

な

お
、
こ
の
時

の
知
貢
學
は
刑
部
尚
書
崔
凝
で
あ

っ
た
。

黄
沿
は
、
同
じ
昭
宗
の
光
化
年
間

(
八
九
八
ー
九
○
○
)
に
四
門
博
士
に
除
せ
ら
れ
、
天
復
元
年

(九
○

一
)
に
は
、
梁
太
租
朱
温
の
辟

召
を
受
け
て
監
察
御
史
裏
行
、
充
威
武
軍
節
度
推
官
に
遷

っ
た
。
や
が
て
、
天
下
が
四
分
五
裂
と
な

っ
た
唐
末
五
代

に
、
黄
漕
は
故
郷

の
閲
に
蹄
り
、

福
州
威
武
軍
節
度
使

(
の
ち
閾
王
)
と
な

っ
た
王
審
知
の
幕
客
と
な
り
、

そ
の

「規
正
」
(
た
だ
し
直
す
こ
と
)
に
力
量

を
護
揮
す
る
よ
う
に
な
る
。

楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
け
る
黄
沿
の

「明
皇
　
駕
経
馬
蒐
賦
」
(竹
村
)

79



中
國
文
學
論
集

第
十
八
號

こ
の
黄
潜

の
福
建
蹄
郷

の
事
情
に
つ
い
て
、
『蕾
陽
黄
御
史
集
』
に
附
す
る
宋

・
洪
湛

の
序
文
は
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。

方
に
登
科
せ
ん
と
す
る
時
、
昭
宗
の
季
年
に
適
る
。
猫
ほ
殿
廷
に
覆
試
し
、
再
び
選
に
中
り
、
然
る
後
に
官
を
得
。
未
だ
幾
く
な

ら
ず
し
て
朱
梁
國
を
移
す
。
因
り
て
閾
に
蹄
り
復
た
西
せ
ず
。
故
に
克
く
大
い
に
世
に
章
顯
せ
ざ
る
な
り
。

つ
ま
り
、
黄
沿

の
蹄
閾
も
朱
梁

の
移
國

(國
を
盗
む
こ
と
)
に
起
因
し
た
も
の
で
あ
り
、
黄
潰
が
以
後
ず

つ
と
郷
里

の
聞
に
隠
棲
し
て

鯨
生
を
途

っ
た
が
た
め
に
、
名
聲
が
世
に
大
い
に
顯
わ
れ
る
こ
と
は
な
か

つ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

以
上
あ
ら
ま
し
述
べ
た
そ
の
経
歴
を
見
て
み
る
と
、
黄
滑

の
傳
記
資
料
が
内
容
的
に
乏
し
い
理
由
の

一
端
と
し
て
、
洪
湛
も
既
に
指

摘
す
る
様
に
、
彼
が
唐
末
五
代
梁

の
時
代
に
あ

っ
て
、
そ

の
活
動
の
中
心
を
主
に
福
建
と
い
う
地
方
空
間
に
お
い
て
い
た
こ
と
が
畢
げ

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
活
動
の
記
録
と
し
て
の
資
料
は
、
常
に
は
主
流
た
る
中
央
の
活
動
に
付
随
し
て
も
た
ら
さ
れ
、
地
方
活
動
の
記
録

が
傳
存
さ
れ
る
の
は
む
し
ろ
例
外
で
あ
る
。
む
ろ
ん
地
方
在
住

の
文
人

の
全
て
が
資
料
に
乏
し
い
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
中
央
在
住
の

交
人
が

い
つ
も
豊
富
な
資
料
を
残
す
わ
け
で
も
な

い
。
し
か
し
、
黄
酒
の
場
合
、
そ
の
傳
記
の
主
要
な
記
事
が
、
進

士
合
格
及
び
任
官

と

い
う
中
央
政
事
に
關
わ
る
こ
と
以
外
は
ほ
と
ん
ど
空
白
に
近
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
由
を
考
え
る
と
き
、
や
は
り
彼
が
主
に
福

建
地
方
に
擦

っ
て
活
動
し
た
文
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
來
る
種

々
資
料
の
乏
し
さ
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
更
に

一
歩

進

ん
で
考
え
れ
ば
、
今
日
多
く
の
文
人
の
行
跡
が
既
に
浬
滅
し
て
い
る
中
に
あ

っ
て
、
黄
沿
の
場
合
、
次
章
に
お
い
て
述
べ
る
様
に
、

そ

の
文
集
が
後
喬
の
熱
心
な
護
掘
と
保
存
と
に
よ
つ
て
今
日
に
ま
で
傳
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
だ
し
も
特
筆
す

べ
き
快
事
で
あ
る

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

黄
潜
が
閾
中
に
お
い
て
活
躍
し
た
絶
封
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
文
學
史
的
に
見
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
騒
齪
の
時
期
、

80



閾

に
遊
び
、

或

い
は
閾
に
避
難
し
て
來
た
中
州
名
士
と
黄
潜
と
の
交
遊
で
あ
る
。

郎
ち
、
『甫
陽
黄
御
史
集
』
に
附
す
る
奥
源
の

「蒲

陽
名
公
事
述
」
に
は
、
こ
の
時
期
に
黄
溜
と
莫
逆
の
交
り
を
な
し
た
中
朝
の
士
大
夫
と
し
て
、

常
侍
李
洵

翰
林
承
旨
韓
握

中
舎
王
溝

補
闘
崔
道
融

大
司
室
王
標

吏
部
夏
侯
淑

司
勤
員
外
楊
承
休

御
史
王
極

宏
文
館
直
學
士
楊
賛
圖

館
閣
校
勘
王
綱
蹄

集
賢
校
理
傅
熱

ら

の
諸
名
士
の
名
を
あ
げ
、
ま
た
詩
文

の
唱
酬
を
重
ね
た
詩
友
と
し
て
、

羅
給
事
隠

陳
侍
御
嬌

楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
け
る
黄
酒
の

「明
皇
　
駕
経
馬
鬼
賦
」
(竹
村
)

81
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翁
諌
議
承
賛

陳
明
経
儲

徐
正
字
寅

林
明
経
喬

ら

の
名
を
し
る
す
。
黄
酒
の

「
明
皇
週
駕
経
馬
冤
賦
」
の
制
作
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の
名
士
詩
友
と
の
交
流
と
無
關
係
な
も
の
で
は
な
か

つ
た
こ
と
は
、
後
章
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
詩
人
の
詠
ん
だ
楊
貴
妃
故
事
詩
を
吟
味
し
て
ゆ
き
な
が
ら
検
謹
し
て
み
る
つ
も

り

で

あ

る
。

82

三

黄
浩
の
詩
文
集
は
、
『
新
唐
書
』
巻
六
十
、
藝
文
志
四
に
、

黄
酒
集
十
五
巻

黄
浩
泉
山
秀
句
集
三
十
巻

と
記
録
さ
れ
る
の
が
初
見
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
散
伏
し
て
傳
わ
ら
な
い
。
そ
の
後
、
『宋
史
』
巻
二
〇
八
、
藝
文
志
七
に
、

黄
沿
編
略
十
巻

黄
酒
甫
陽
黄
御
史
集
二
巻

と
記
録
す
る
。
ま
た
、
元

・
馬
端
臨

『
文
鰍
通
考
』
巻
二
四
三
に
は
、



黄
御
史
集

と
の
み
あ

っ
て
、
楊
萬
里
撰
の

「黄
御
史
集
序
」
を
節
録
す
る
。
更
に

『
福
州
府
志
』
巻
七
十
二
、
藝
文
に
、

黄
沿
集
十
五
巻

黄
酒
泉
山
秀
句
集
三
十
巻

と
あ
る
の
は
、
『
新
唐
書
』
巻
六
十
の
記
載
を
そ

の
ま
ま
轄
記
し
た
も
の
の
如
く
思
わ
れ
る
。

い
ま
、
南
宋
淳
熈
三
年

(
二

七
六
)
の
日
付
を
有
す
る
楊
萬
里
の

「
黄
御
史
集
序
」
、
及
び
紀
陶

『
四
庫
全
書
総
目
』
巻

一
五

一
の

『
黄
御
史
集
』
條

の
記
述

に
よ
れ
ば
、
黄
酒
詩
文
集
の
襲
見
及
び
整
理
の
あ
ら
ま
し
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

黄
沿
の
詩
文
集
は
久
し
く
浬
滅
し
て
い
た
の
を
、
ま
ず
は
黄
酒
よ
り
二
百
年
後

の
九
世

の
畜
孫
で
あ
る
永
豊
明
府
黄
沃
の
父
考
功
公

(
2
)

(
3
)

黄
公
度
が
僅
か
に
四
巻
を
得
、
そ
の
後
、
黄
沃
自
身
も
黄
酒
の
詩
文
五
巻
を
呂
夏
卿

の
家
よ
り
得
た
。
ま
た
黄
沿

の
逸
詩
を
翁
承
賛
の

家

よ
り
得
、
さ
ら
に
は
黄
酒
の
銘
碍
文
を
佛
陀
、
老
子
の

「宮
」
よ
り
得
て
、
こ
れ
ら
を
合
せ
て
十
巻
と
し
て
刻

し
た
も
の
で
あ
る
。

從

っ
て
、
今
日
に
傳
存
す
る

『
黄
御
史
集
』
十
巻
の
最
大
の
功
螢
者
は
、
こ
の
黄
酒
九
世
の
窩
孫
た
る
南
宋

の
黄
沃

で
あ
る
。

こ
の
黄
沃
の
輯
録
し
た

『
黄
御
史
集
』
十
巻
は
南
宋
淳
熈
丙
申

(三
年
、

=

七
六
)
の
初
刻
で
あ

り
、
明

の
正
徳
癸
酉

(
八
年
、

一

五

一
三
)
に
二
十
世
孫
の
黄
希
英
に
よ

っ
て
再
刻

さ
れ
、
萬
暦
甲
申

(十
二
年
、
一
五
八
四
)
に
十
九
世
孫
の
黄
廷
良

に
よ
っ
て
三
刻
さ

れ

、
崇
禎
戊
寅

(十
一
年
、
一
六
一二
八
)
に
二
十
二
世
孫
の
黄
鳴
喬

・
鳴
俊
、
及
び
二
十
三
世
孫
の
黄
起
楊

・
起
有

・
起
碓
に
よ

っ
て
四

刻

さ
れ
て
い
る
。
『
四
庫
全
書
』
本
の

『
黄
御
史
集
』
十
巻
は
、
そ
の
提
要
に
、

此
の
本
は
即
ち
崇
積
の
刻
な
り
。

楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
け
る
黄
酒
の

「明
皇
週
駕
経
馬
鬼
賦
」
(竹
村
)

お
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と
明
言
す
る
如
く
、
最
後
出
の
崇
頑
十

一
年

の
刻
本
を
用
い
て
い
る
。
我
が
國
で
は
、
國
立
公
文
書
館

(
奮
内
閣
文
庫
)
の
紅
葉
山
文

庫

・
林
大
學
頭
家
本

・
毛
利
高
標
本
の
そ
れ
ぞ
れ
に
明
萬
暦
刊
本
が
そ
れ
ぞ
れ

一
部
ず

つ
、

計
三
部
が
架
藏
さ
れ

て

い
る
。

こ
の
う

ち

、
林
家
本
と
毛
利
本
と
は
同

一
の
刊
本
と
思
わ
れ
る
。

更
に
静
嘉
堂
文
庫
に
清
刊
本
を
藏
す
る
。

ま
た
、
近

來
の
影
印
本
で
は
、

『
天
壌
閣
叢
書
』
所
牧

の

『蕾
陽
黄
御
史
集
』
二
巻
別
録

一
巻
附
録

一
巻
が

『
叢
書
集
成
』
初
編
文
學
類
に
影
印
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に

『
四
部
叢
刊
』
集
部
に
は
闘
縣
李
氏
観
僅
斎
所
藏
に
な
る
明
萬
暦
刊
本

『
唐
黄
先
生
文
集
』
八
巻
が
影
印
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

『
王

(
4

)

氏
彙
刻
唐
人
集
』
に
も

『唐
黄
御
史
集
』
八
巻
附
録

一
巻
を
彙
刻
す
る
と
い
う
が
未
見
。
(
こ
の
他
、
『
全
唐
詩
』
巻

七
〇
四
ー
七
〇
六

に
黄
沿
詩
三
巻
、
『
全
五
代
詩
』
巻
八
十
四
ー
八
十
五
に
黄
滑
詩
二
巻
、
『
唐
詩
百
名
家
全
集
』

に

「黄
酒
詩
集
」

二
巻
、
『中
晩
唐
詩

紀

』
に

「黄
酒
詩
」

一
巻
等
を
輯
録
す
る
。)

本
稿

に
お
い
て
は
、
主
に

『
四
庫
全
書
』
本
に
櫨
り
つ
つ
、
適
宜
に
各
本
を
参
照
す
る
こ
と
に
す
る
。

84

四

黄
滔

の

「明
皇
週
駕
経
馬
冤
賦
」
は
、

請
陽
黄
御
史
集

(叢
書
集
成
初
編
所
牧
)

黄
御
史
集

(
四
庫
全
書
所
牧
)

唐
黄
先
生
文
集

(
四
部
叢
刊
集
部
所
牧
)

等

の
專
集

の
ほ
か
、



全
唐
文
巻
八
二
二

歴
代
賦
彙
外
集
巻
十
四

馬
冤
志
巻
八

等

の
諸
本
に
牧
録
す
る
が
、
『唐
文
粋
』
『
文
苑
英
華
』
等
の
縛
集
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
(
『文
苑
英
華
』
に
採
録
さ
れ
な
い
理
由

と
し
て
、
清

・
李
調
元

『
賦
話
』
巻
二
は
、
『
文
苑
英
華
』
所
牧
の
律
賦
は

「雅
正
を
以
て
宗
と
爲
し
た
」
た
め
で
あ
る
と
す
る
。)

い
ま
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
総
三
六

一
字
か
ら
成
る

「明
皇
週
駕
経
馬
冤
賦
」

は
、
二
十
五
聯
五
十

(
5
)

句

の
封
句
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
今
そ
の
五
十
句
に
そ
れ
ぞ
れ
ー
～
50
の
句
番
號
を
付
し
て
内
容
構
成
を
考
察
す
れ
ば
、
お
よ
そ
次
の
四

段

に
分
別
さ
れ
よ
う
。
(巻
末
附
録
参
照
)

第

一
段

(
1
句
～
12
句
、
韻
字
は
原

・
門

・
魂

・
痕
、
惰

・
曉

・
鳥
)

第
二
段

(
13
句
～
26
句
、
韻
字
は
讐

・
遊

・
頭

・
留
、
急

・
入

・
及
)

第
三
段

(
27
句
～
44
句
、
韻
字
は
程

・
清

・
生
、
跡

・
晒

・
醜
、
粧

・
翔

・
芳
)

第
四
段

(45
句
～
駒
句
、
韻
字
は
遇

・
顧

・
激
)

第

一
段
は
序
段
と
し
て
、
玄
宗

(
明
皇
)
が
蜀
よ
り
長
安

へ
還
御
す
る
途
次
、
馬
寛
の
楊
貴
妃
墓
を
経
過
す
る
様

子
を
述
べ
る
。
第

5
句

「
日
惨
風
悲
、
到
玉
顔
之
死
塵
」
が
、
明
皇
の
心
況
描
爲
も
含
め
て
こ
の
段
の
情
況
を
巧
み
に
表
現
す
る
。
第

3

・
4
句

「香
驚

闘
而
難
尋
鑑
質
、
経
馬
鬼
而
空
念
香
魂
」
と
は
、
遙
か
に
長
安
の
宮
闘
を
望
む
馬
寛
披
ま
で
蹄

っ
て
來
た
明
皇
が
、
空
し
く
楊
貴
妃
を

追
憶
す
る
貌
を
述
べ
る
。
や
が
て
長
安
の
故
宮
に
蹄

っ
た
玄
宗
は
、

肩
を
下
し
て

一
人
夜
明
け
ま
で
黙
念
し

(第

10
句
)
、

褒
斜
谷
の

楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
け
る
黄
滔
の
「明
皇
　
駕
経
馬
蒐
賦
」
(竹
村
)
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猿

の
鳴
き
聲
に
も
断
腸
の
思
い
が
し
、
あ
の
堅
く
誓

っ
た
比
翼
の
鳥
も
今
や
長
安
の
樹
林
に
棲
む

一
双
の
凡
鳥
に
さ
え
及
ば
な
い
の
で

あ

っ
た

(第
Ⅱ

・
12
句
)
。

第
二
段
は
、
安
緑
山
軍
の
侵
憲
に
よ

っ
て
長
安
を
睨
出
し
た
玄
宗

(明
皇
)
が
、
馬
鬼
に
お
い
て
、
楊
貴
妃
の
惨

殺
に
遭
遇
す
る
場

面

で
あ
る
。
第
19
句

「羽
衛
参
差
、
擁
翠
華
而
不
獲
」
と
は
、
馬
寛
騨
に
宿
泊
し
た
翌
朝
、
不
隠
な
動
き
を
見
せ
る
近
衛
軍
が
玄
宗

一

行
を
軟
禁
し
て
し
ま
い
、
出
護
を
肯
じ
な
か

っ
た
こ
と
を
い
う
。
彼
ら
の
最
終
的
な
要
求
は
、
20

「紅
袖
以
難
留
」
す
な
わ
ち

一
連
の

事
攣
の
繭
根
た
る
楊
貴
妃
の
死
で
あ

っ
た
。
や
が
て
事
態
は
急
を
告
げ
、
幾
筋
も
の
涙
ボ
頬
を
傳

っ
て
流
れ
る
中
を

、
四
面
の
羽
衛
軍

(
6

)

の
馬
蹄
に
か
け
ら
れ
て
、
楊
貴
妃
は
無
残
な
死
を
途
げ
る

(第
23

.
24
句
)
。
あ

の
紳
女
の
如
き
楊
貴
妃
の
美
貌
も
今
は
蹄
ら

ぬ
も

の

と
な
り
、
篤
い
天
恩
も
徒
ら
に
空
し
く
及
ば
な
い
も
の
と
な

っ
た
の
で
あ
る

(第
25

・
26
句
)
。

第
三
段
は
、
や
が
て
蜀

の
成
都
か
ら
長
安
に
還
御
し
た
明
皇

(玄
宗
)
が
、
そ
の
蹄
り
し
な
、
馬
鬼
の
「
此
の
地
」
(
31
旬
)
を
経
過

し
た
時
の
情
景
を
描
く
。
曾
て
慌
し
く
楊
貴
妃

の
死
屍
を
埋
め
た
土
墳
に
は
今
や
鳥
の
足
跡
が
鮎

々
と
あ
り
、
ま
た
蝉
の

蜆

も
あ

っ

て
、
楊
貴
妃

の
霊
魂

の
遷
化
を
思
わ
せ
る
の
で
あ

っ
た

(第
33

・
34
句
)
。
楊
貴
妃
亡
き
今
、
雨
鈴
曲
も
徒
ら
に
空

し
く
演
奏
さ
れ
る

ば

か
り
で
あ
り
、
龍
携
の
芳
香
も
そ
の
霊
魂
を
蘇
生
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い

(第
37
・
38
句
)
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、

長
安
で

一
人

す

ご
す
玄
宗
の
孤
濁
の
心
情
と
は
裏
腹
に
、
宮
殿
の
菱
花
は
楊
貴
妃
の
生
前
と
同
じ
く
勢
い
よ
く
照
り
輝
い
て
お
り
、
驕
山
の
七
夕
の

夜

は
曾
て
と
攣
ら
ず
楡
の
葉
が
芳
香
を
放

っ
て
い
る
の
で
あ
る

(第
43

・
44
句
)
。

こ
の
43

・
44
句
の

一
聯
は
、

毎
年
そ
の
季
節
が
來

れ
ば
攣
わ
ら
ず
美
し
い
花
を
つ
け
る
植
物

に
比
し
て
、

一
度
死
ね
ば
決
し
て
生
き
臨
ら
な
い
人
間
の
生
命
の
は
か
な
さ
を
封
比
的
に
描

く
。
劉
希
夷
の

「代
悲
白
頭
翁
」
詩
に

「年
年
歳
歳
花
相
似
、
歳
歳
年
年
人
不
同
」
と
述
べ
る
の
に
相
似
た
褒
想
で
あ
る
。
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第
四
段
は
、

一
篇
の
主
題
を
述
べ
る
最
絡
段
で
あ
る
。
こ
こ
で
黄
沿
は
、
國
家
を
有
す
る
奪

い
天
子
と
い
え
ど
も

、
國
を
傾
け
る
ほ

ど

の
美
人
に
出
會
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
、
つ
ま
り
玄
宗
が
楊
貴
妃
に
遇

っ
た
こ
と
は
全
く
の
稀
有
で
あ
る
こ
と

(第
45

・
46

句
)
、
天
賓

の
天
子
た
る
玄
宗
が
ど
う
し
て
國
を
傾
け
る
こ
と
を
望
も
う
か

(第
47

・
48
句
)
、
さ
れ
ば
、
楊
貴
妃
に
起
因
し
て
安
禄
山

の
気
を
招
い
た
と
し
て
も
、
蓋
し
そ
れ
は
聖
唐
の
運
命
だ

っ
た
の
で
あ

っ
て
、
楊
貴
妃
に
も
玄
宗
に
も
そ
の
責
任
は
無
い
の
だ
と
擁
護

し
て
、

一
篇
の
叙
述
を
締
め
括
る
。
黄
酒
の
こ
の
賦
は
、
安
禄
山
飢
に
件
な
う
國
家
存
亡
の
危
機
を

「
聖
唐

の
敷
」

と
い
う
こ
と
で

一

切

の
因
果
を
ま
と
め
て
お
り
、
聖
唐
に
績
く
五
代
梁
の
作
品
と
は
い
え
、
時
代
社
會
課
諭
の
精
神
は
直
接
に
は
見
ら
れ
な
い
。
し
て
み

る
と
、
作
者

の
意
圖
は
玄
宗
楊
貴
妃

の
調
諭
に
は
無
く
、
も

つ
と
別
の
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
様
で
あ
る
。
で
は
、
黄
沿

の

「
明
皇
　
駕
経

馬
冤
賦
」

の
主
題
は
一
體
何
で
あ
ろ
う
か
。

該
賦

の
主
題
に
つ
い
て
作
者

の
明
言
は
無

い
が
、
私

の
見
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
明
皇
楊
貴
妃
を
め
ぐ
る
情
愛
の
描
爲
に
あ

っ
た
よ
う

に
思
え
る
。

作
品
の
主
場
面
が
、

聖
駕
を
蜀
か
ら
長
安
に
逼
ら
す
途
次
に
馬
寛

の
楊
貴
妃
墓
を
よ
ぎ
る
場
面
に
設
定

さ
れ
て

い
る

の

は
、

明
皇
楊
貴
妃
の
情
愛

の
展
開
に
お
い
て
、

ま
こ
と
に
最
も
効
果
的
な
場
面
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

即
ち
、
こ
の
場
面
で
は
、

眼
前

の
土
墳
に
眠
る
楊
貴
妃
に
燭
護
さ
れ
て
、
曾
て
生
前

の
歓
樂
の
思

い
出
が
想
起
さ
れ
、
馬
寛
攣
に
お
け
る
生
々
し
い
惨
殺
に
あ
わ
せ
、

爾
後
を
孤
猫
に
生
き
る
明
皇

の
姿
が
最
も
効
果
的
に
封
照
的
に
描
き
得
る
の
で
あ
る
。
該
賦
中
に
頻
用
さ
れ
る
心
理

・
感
情
表
現
も
ま

た

、
こ
の
主
題
の
最
も
具
禮
的
な
表
明
と
な
る
。
印
ち
、
空
念

(
4
)
・
惨
、
悲

(
5
)
・
愁
、
泣

(
6
)
・
積
恨
綿
綿

(
7
)
・
傷
心

情
惜

(
8
)
・
断
腸

(
11
)
・
愴
恨

(
20
)
・
珠
涙

(
23
)
・
懐
側

(
32
)
・
空

(
39
)
・
半
死

(
41
)
・
失

(
42
)
等

々
が
そ
れ
で

あ

る
。

楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
け
る
黄
滔
の
「
明
皇
廻
駕
経
馬
蒐
賦
」
(竹
村
)
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そ
し
て
、
該
賦
が
こ
の
よ
う
な
叙
情
を
中
心
と
す
る
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
背
景
と
し
て
の
唐
末
五
代
に
お
け
る
主
情
文
學
思

潮

と
の
深
い
關
連
が
察
せ
ら
れ
る
。
以
下
の
章
に
お
い
て
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
少
し
く
模
索
し
て
み
た
い
。

88

五

黄
酒
の

「明
皇
　
駕
経
馬
寛
賦
」
の
大
き
な
特
色
は
、
明
皇
楊
貴
妃
の
情
愛
の
深
さ
を
警
抜
な
着
想
に
よ

っ
て
律
賦
形
式
に
巧
み
に

(
7
)

ま
と
め
上
げ
た
こ
と
に
あ
る
。
則
ち
、
該
賦
は
粛
宗

の
至
徳
二
載

(七
五
七
年
)
十
二
月
、
蜀
よ
り
長
安

へ
還
御
し
た
明
皇
が
、
楊
貴
妃

墓

の
あ
る
馬
魔
披
を
通
過
し
た
時

の
心
情
を
中
心
に
し
て
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
皇
が
楊
貴
妃
墓
に
再
會
し
た
正
確
な
日
付
け
は

不
明
で
あ
る
が
、
明
皇
が
出
路
と
同
じ
く
馬
冤
を
経
由
し
て
長
安

へ
蹄
還
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
馬
寛
に
は
、
去
る

一
年
半
ほ
ど
前

(
8
)

に
已
む
な
く
惨
殺
さ
れ
た
楊
貴
妃
が
眠
る
土
墳
が
在

つ
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
歴
史
事
實
で
あ
る
。
安
禄
山
齪
に
俘
な
う
避
難
の
渦
中

と

い
う
萬
已
む
を
得
ぬ
事
情
だ

っ
た
と
は
言
え
、
最
愛
の
楊
貴
妃
に
永
訣
の
言
葉
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
玄
宗
の
心
情
は
如

何

ば
か
り
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
そ
し
て

一
年
半
後
、
そ
の
楊
貴
妃
墓
に
再
會
し
た
明
皇

(玄
宗
)

の
心
中
は
更
に
如
何
な
も
の
で
あ

っ

た
だ
ろ
う
。
激
樂
が
強
け
れ
ば
哀
情
も
深
い
。
生
と
死
の
世
界
に
別
れ
た
二
人
の
情
愛
に
主
眼
を
お
い
て
考
え
る
と
き
、
こ
の
馬
魔
の

楊
貴
妃

で
の
嵩

の
情
景
こ
そ
は
・
そ
の
情
愛

の
展
開
に
お
い
て
ま
こ
と
に
恰
好

の
場
面
で
あ

つ
畑
恥
馬
鬼
の
楊
貴
妃
墓
を
詠
ん
だ
從

來

の
文
學
作
品
に
就

い
て
は
、
既

に
白
居
易
の

「
長
恨
歌
」

に

天
旋
日
轄
回
龍
駅

天
旋
り
日
轄
じ
て

龍
駅
を
回
ら
す

到
此
躊
躇
不
能
去

此
に
到
る
や

躊
躇
し
て
去
る
能
は
ず



馬
堀
披
下
泥
土
中

馬
鬼
披
の
下

泥
土
の
中

不
見
玉
顔
空
死
塵

玉
顔
を
見
ず

死
せ
し
塵
空
し

と
あ

っ
て
、
こ
の
場
面
を
活
爲
す
る
。
更
に
白
居
易
の
晩
年
の
友
人
劉
禺
錫
に
は

「馬
寛
行
」
が
あ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

(
10
)

黄
酒
の
友
人
の
羅
隙
や
徐
寅
、
崔
道
融
に
も
馬
鬼
を
詠
ん
だ
詩
が
い
く
つ
か
散
見
す
る
。
(
更
に
近
著

『
馬
冤
披
詩

選
』

に
は
、
唐
代

は
も
と
よ
り
、

現
當
代
に
至
る
馬
寛
楊
貴
妃
墓
を
詠
ん
だ
詩
四
百
絵
首
を
集
録
す
る
)
.

黄
酒
の
こ
の
賦
は
、
護
想
に
お
い
て
、
そ
れ

ら
の
中
晩
唐
五
代
詩
と
無
關
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
黄
沿

の
こ
の
賦
は
、
馬
鬼
に
回
駕
し
た
明
皇
の
心
情
を
專
ら
律
賦
の

形
式

に
詠
ん
だ
と
い
う
黙
で
、
そ
れ
ら
の
諸
詩

に
は
見
ら
れ
な
い
強
烈
な
印
象
と
猫
自
性
を
有
す
る
。
こ
の
黙
に
お
い
て
、
該
賦
は
楊

貴
妃
故
事
を
詠
ん
だ
作
品
か
ら
成
る
所
謂
楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
い
て
、

一
種
猫
特

の
光
輝
を
放

つ
の
で
あ
り
、
蓋
し
筆
者
が
敢
て
拙

稿
を
草
す
る
所
以
で
あ
る
。

さ
て
、
黄
酒
の
該
賦
が
擦

っ
た
律
賦
と
い
う
作
品
の
形
式
は
、
主
に
唐
宋
に
お
い
て
科
學
試
に
課
せ
ら
れ
た
、
封
句

・
押
韻
等
に
嚴

格

な
制
約
を
有
す
る
韻
文
を
指
し
て
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
科
學
試

に
出
題
さ
れ
た
實
用
文
で
あ
る
こ
と
が
、
律
賦
の
興
亡
に
大
き

く
關
わ
る
。
則
ち
、
律
賦
は
科
學
試
に
出
題
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
當
代

の
文
人
に
は
科
學
受
験
封
策
と
し
て
大
い
に
重
覗
さ
れ
た

の
で
あ
る
が
、
逆
に
律
賦
を
律
す
る
嚴
格
な
制
約
自
膣
が
そ
の
文
學
性
の
獲
露
を
減
殺
す
る
に
至
ら
し
め
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
の

(

1■昼
●
)

典
型
的
な

一
例
を
、
我

々
は
比
較
的
多
く
の
律
賦
資
料
を
残
す
白
居
易
の
律
賦
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
必
然
の
反
動

で
あ
ろ
う
か
、
唐
末
に
至

つ
て
、
幾
ら
か
の
律
賦
の
中
に
は
、
こ
の
種

の
制
約
を
凌
駕
し
、
好
情
性
の
あ
る
交
學
作
品
と
し
て
も
通
用

(
12

)

す

る
律
賦
が
誕
生
す
る
に
至

っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
馬
積
高

『
賦
史
』
三
六

一
頁
は
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。

楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
け
る
黄
酒
の
「
明
皇
廻
駕
経
馬
鬼
賦
」
(竹
村
)
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律
賦
が
人
に
財
め
ら
れ
る
主
要
な
原
因
は
、
そ
れ
が
唐
代
科
學
制
度
の
産
物
で
あ
り
、
現
存
す
る
唐
の
律
賦

の
多
く
が
科
學
受
験

又
は
受
験
準
備
の
作
品
で
あ
る
か
ら
で
あ

っ
て
、
こ
れ
で
は
當
然
良
い
作
品
は
生
ま
れ
に
く
い
。
し
か
し
こ
れ
は

一
般
の
情
況
に

就
て
言

っ
た
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
中
に
例
外
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
唐
末

の
律
賦
は
、
有
る
も
の
は
已
に
科
學
の
制

約
か
ら
睨
け
出
し
、
仔
情
小
賦
の

一
禮
と
な
り
、
す
ば
ら
し
い
交
學
作
品
と
な

っ
た
も
の
も
あ
る
。

そ
し
て
、
黄
沿
の

「明
皇
　
駕
経
馬
鬼
賦
」
も
ま
た
、
ま
こ
と
に
馬
氏
が
こ
こ
に
指
摘
す
る
よ
う
な
、
唐
末
五
代
に
盛
行
し
た
拝
情

的
な
文
學
作
品
と
し
て
の
債
値
の
方
が
よ
り
高
い
の
で
あ

っ
て
、
科
畢
試
と
の
直
接
の
關
連
は
む
し
ろ
乏
し
い
よ
う
に
察
せ
ら
れ
る
。

今
日
に
傳
存
す
る
黄
酒
の
賦
作
品
は
、
以
下
の
二
十
二
篇
を
数
え
る
。
(『
四
部
叢
刊
』
『
四
庫
全
書
』
『全
唐
交
』
い
ず
れ
も
同
じ
。)
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○
周
以
龍
興
賦

0
明
皇
　
駕
経
馬
鬼
賦

○
以
不
貧
爲
寳
賦

0
景
陽
井
賦

o
課
虚
責
有
賦

○
途
君
南
浦
賦

○
水
殿
賦

o
押
鴎
賦

○
知
白
守
黒
賦



○
漢
宮
人
諦
洞
籏
賦
賦

O
省
試
、
人
文
化
天
下
賦

(乾
寧
二
年

《八
九
五
》
及
第
)

o
館
娃
宮
賦

○
陳
皇
后
因
賦
復
寵
賦

○
秋
色
賦

○
戴
安
道
埣
琴
賦

0
融
結
爲
河
嶽
賦

0
魏
侍
中
諌
猟
賦

○
誤
筆
牛
賦

O
省
試
、
王
者
之
道
如
龍
首
賦

(乾
符
二
年

(
八
七
五
》
下
第
)

0
白
日
上
昇
賦

○
御
試
、
曲
直
不
相
入
賦

(乾
寧
二
年

《
八
九
五
》
覆
試
)

o
御
試
、
良
弓
献
問
賦

(乾
寧
二
年

(八
九
五
》
覆
試
)

こ
の
よ
う
に
黄
沿
は
、
晩
唐
五
代
の
詩
人
と
し
て
は
群
を
抜
い
て
多
く
の
賦
作
品
を
残
す
が
、
数
量
だ
け
で
な
く

、
そ
の
内
容
に
就

い
て
も
括
目
す
べ
き
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ

っ
た
。
宋

・
洪
湛

「唐
御
史
公
集
序
」
は
、
次
の
よ
う
に
、
該
賦
を
含
む
黄
沿
賦
の
迫
眞

性
を
賞
讃
す
る
。

楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
け
る
黄
泡
の
「
明
皇
週
駕
経
馬
鬼
賦
」
(竹
村
)
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「馬
冤
」
「館
娃
」
「景
陽
」
「水
殿
」
の
諸
賦
は
雄
新
篤
永
に
し
て
、
人
を
し
て
之
を
讃
ま
ば
巻
を
廣

し
て
太
息
し
、
身
は
是
の

時
に
生
じ
、
目
は
其
の
故
を
掻
る
が
如
く
な
ら
し
む
。
文
を
爲
る
こ
と
是
の
若
く
ん
ば
、
其
れ
亦
た
貴
ぶ
べ
し
。

(
13

)

ま
た
、
清

・
李
調
元

『
賦
話
』
巻
二
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
黄

(酒
字
は
文
江
)

の
律
賦

の
猫
自
性
を
ほ
め
て
い
る
。

按
ず
る
に
、
晩
唐

の
律
賦
は
前
人
に
較
べ
て
更
に
巧
密
と
爲
る
。
王
輔
文
、
黄
文
江
は

一
時

の
喩
亮

(周
楡

・
諸
葛
亮
)
な
り
。
文

江
は
夏
夏
と
し
て
濁
造
し
、

一
字
も
人
の
猶
き
を
肯
ぜ
ず
。

先
に
あ
げ
た
黄
酒
の
諸
賦
の
う
ち
、
「人
文
化
天
下
賦
」
「王
者
之
道
如
龍
首
賦
」
「曲
直
不
相
入
賦
」
「良
弓
献
問
賦
」

の
四
篇

の
律

賦
は
、
乾
符
二
年
、
乾
寧
二
年
の
省
試
及
び
覆
試
に
實
際
に
出
題
さ
れ
た
も
の
の
答
案
で
あ
る
。
そ
の
他

の
諸
賦
の
制
作
年
、
制
作
の

動
機
は
明
白
で
な
い
。

然
し
て
、
本
稿
に
取
り
あ
げ
た
黄
酒
の

「明
皇
　
駕
経
馬
鬼
賦
」
は
、
科
學
試
に
實
際
に
出
題
さ
れ
た
と
か
、
そ

の
爲

の
入
試
封
策

(
12

)

用

の
模
擬
答
案
と
い
う
よ
う
な
科
畢
試
に
直
接
關
わ
る
作
品
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
馬
積
高

『
賦
史
』
三
七
二
頁
も
ま
た
、
黄
酒
の
こ

の
賦
を

「館
娃
宮
賦
」
「迭
君
南
浦
賦
」
「漢
宮
人
頬
洞
篇
賦
」
「陳
皇
后
因
賦
復
寵
賦
」
の
諸
賦
と
と
も
に
あ
げ
、
科
學
試

の
題

目

ら

し
く
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
私
が
考
え
る
に
、
黄
潜
の
該
賦
は
、
押
韻

・
野
句
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
の
主
題
部
の
叙
述
が
何
よ

り
も
こ
の
賦
の
制
作
目
的
を
如
實
に
物
語
る
。
則
ち
、
そ

の
第
45
=
50
句
、

45
大
凡
有
國
之
奪

大
凡

國
を
有

つ
の
尊
き
も

牢
或
傾
城
之
遇

傾
城
の
遇
す
る
は
牢
し

敦
言
天
寳
之
南
面

敦
か
言
は
ん

天
寳
の
南
面
あ
り
て
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契
指
坤
維
而
西
顧

雲
ん
ぞ
坤
維
を
指
し
て
西
に
顧
け
ん
や

然
則
起
兵
錐
自
於
青
餓

然
ら
ば
則
ち

起
兵
は
青
蛾
よ
り
す
と
難
も

斯
亦
聖
唐
之
数

斯
れ
亦
た
聖
唐
の
敷
な
り

は
、
玄
宗
が
楊
貴
妃
に
め
ぐ
り
會

っ
て

"
國
を
傾
け
た
"
こ
と
を

"
聖
唐
の
運
命
"
だ
と
し
て
詠
嘆
す
る
の
で
あ
り
、
治
國
平
天
下
の

有
爲
の
人
材
を
選
抜
す
る
科
學
の
模
擬
答
案
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
後
述

の
如
く
、
八
八

一
年
に
黄
巣
の
齪
に
よ

っ

て
長
安
を
後
に
し
た
僖
宗
が
、
八
八
五
年

に
、
や
は
り
蜀
よ
り
馬
鬼
を
経
て
長
安
に
還
御
し
た
と
い
う
史
實
も
、
こ
の
題
目
が
科
奉
に

出
題
さ
れ
た
と
い
う
予
測
を
困
難
に
さ
せ
る
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
黄
酒
は
該
賦
に
お
い
て
、
專
ら
律
賦
と
い
う
新
奇
な
形
式
を
籍

り

つ
つ
、
そ
こ
に
楊
貴
妃
故
事
を
巧
み
に
取
り
込
ん
だ
叙
情
的
な
文
學
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
と
考

え
る
方
が
、
作
品

の
内
容
上
か
ら
も
、
ま
た
文
學
史
的
な
背
景
か
ら
も
妥
當
な
見
解
で
あ
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

六

黄
酒
の

「明
皇
廻
駕
経
馬
冤
賦
」
は
、

そ
の
着
想
と
い
い
、

叙
情
性
と
い
い
、
律
賦
に
ま
と
め
あ
げ
た
才
力
と

い
い
、
作
者
の
非

凡
な
才
能
を
う
か
が
わ
せ
、
楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
い
て
も

一
種
の
特
異
な
位
置
を
占
め
る
佳
篇
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
作
品
は
、
唐

末

五
代
に
お
い
て
、
何
も
無
い
全
く
の
空
白
か
ら
突
如
軍
猫
に
出
現
し
た
も
の
で
は
な
く
、
當
時
の
文
壇
に
お
け
る
楊
貴
妃
故
事
の
愛

好

、
更
に
は
叙
情
文
學
の
盛
行
が
底
流
に
あ

っ
て
、
始
め
て
必
然
的
に
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
こ

と
を
、
晩
唐
五
代
の
著
名
な
詩
人
で
あ
る
羅
隠
、
徐
寅
、
崔
道
融
等
の
黄
酒
の
友
人
の
詩
に
現
れ
た
楊
貴
妃
故
事
詩

、
と
り
わ
け
馬
冤

楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
け
る
黄
酒
の
「
明
皇
　
駕
経
馬
鬼
賦
」
(竹
村
)
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を
詠
ん
だ
詩
に
就
い
て
検
謹
し
て
み
た
い
。

そ
の
前
に
、
ま
ず
黄
滔

自
身
が
詠
ん
だ
楊
貴
妃
故
事
詩
に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
四
庫
全
書
本

『
黄
御

史
集
』
巻
四
に
よ

(
14
)

る
と
、
「馬
寛
三
首
」
と
題
す
る
七
絶
詩
が
あ
る
。

鐵
馬
噺
風

一
渡
河

鐵
馬

風
に
噺
き

一
た
び
河
を
渡
れ
ば

涙
珠
零
便
作
驚
波

涙
珠

零
ち
て
便
ち
驚
波
と
作
る

鳴
泉
亦
感
上
皇
意

鳴
泉

亦
た
上
皇
の
意
に
感
じ

流
下
瀧
頭
鳴
咽
多

朧
頭
を
流
下
し
て

鳴
咽
す
る
こ
と
多
し

94

龍
脳
移
香
鳳
賛
留

可
能
千
古
永
悠
悠

夜
壷
若
使
香
魂
在

鷹
作
姻
花
出
朧
頭

龍
贋

香
は
移
り

鳳
螢
留
ま
る

能
く
千
古

永
に
悠
悠
た
る
べ
し

夜
毫

若
し
香
魂
を
し
て
在
ら
し
め
ば

底

に
姻
花
と
作
り
て

朧
頭
を
出
づ
べ
し

錦
江
晴
碧
創
鋒
奇

合
有
千
年
降
聖
時

天
意
從
來
知
幸
蜀

錦
江
は
晴
碧

に
し
て

剣
鋒
は
奇
な
り

合
に
千
年

降
聖
の
時
有
る
べ
し

天
意

從
來

蜀
に
幸
す
る
を
知
れ
り



不
關
胎
禍
自
蛾
眉

胎
禍
の
蛾
眉
よ
り
す
る
に
關
わ
ら
ず

こ
れ
ら
の
詩
は
、
い
ず
れ
も
馬
鬼
に
眠
る
楊
貴
妃
墓
に
因
ん
で
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
情
況
設
定
が
今

一
つ
具
髄

的
で
な
い
怨
み
が
あ

る
。
或
い
は
黄
沿
が
馬
鬼
の
現
地
に
立

っ
て
の
所
懐
で
は
な
く
、

軍
な
る
想
像
上
の
習
作
で
あ
ろ
う
か
と
思

わ
れ

る
。
第
二
首

「夜

毫
」
(墓
穴
)
「香
魂
」
等
の
語
は
い
よ
い
よ
そ
の
感
を
深
か
ら
し
め
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
黄
酒
に
こ
の
よ
う
な
馬
鬼
の
楊
妃
故
事

を
詠
ん
だ
詩
が
現
存
す
る
こ
と
は
、
そ
の

「明
皇
廻
駕
経
馬
魔
賦
」
制
作
の
背
景
と
し
て
の
關
連
を
認
識
し
て
お

い
て
よ
い
こ
と
で
あ

る
。さ

て
、
そ
の
黄
酒
と
羅
隠
、
徐
寅
、
崔
道
融
ら
と
の
間
に
格
別
に
深

い
親
交
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
『
蒲
陽
黄
御
史
集
』
に
附
す
る
呉

源

の

「蒲
陽
名
公
事
述
」
が
次
の
よ
う
に
銘
記
す
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

居
嘗
與
羅
給
事
隠

・
陳
侍
御
嬌

・
翁
諫
議
承
賛

・
陳
明
経
瀦

・
徐
正
字
寅

・
林
明
経
喬
、
爲
莫
逆
交
、
見
於
唱
酬
詩
集
。

ま

た
、
『
黄
御
史
集
』
に

○
寄
徐
正
字
寅

(巻

こ

○
酬
徐
正
字
寅

(巻
二
)

○
寄
羅
郎
中
隠

(巻
三
)

の
諸
詩
が
あ
り
、
『
五
代
史
補
』
巻
二
に
は

○
黄
酒
命
徐
寅
代
筆

の
記
事
が
あ
り
、
更
に
崔
道
融
と
黄
沿
と
の
交
友
に
つ
い
て
、
『十
國
春
秋
』
巻
九
十
五
に

楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
け
る
黄
酒
の

「明
皇
　
駕
経
馬
鬼
賦
」
(竹
村
)
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道
融
素
と
黄
沿
と
善
し
。
其
の
卒
す
る
や
、
酒
、
文
を
爲
り
之
を
祭
る
。

と
あ
り
、
『
黄
御
史
集
』
巻
六
に

「祭
崔
補
閾
道
融
」
文
を
お
さ
め
る
こ
と

か
ら
、
黄
沿
と
羅
隠

・
徐
寅

.
崔
道
融
ら
を
結
ぶ
交
友
の

絆
の
深
さ
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

い
ま
、
こ
れ
ら
の
三
詩
人
に
つ
い
て
、
個
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
例
を
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
羅
隠

の
楊
貴
妃
故
事
を
詠
ん
だ

詩
を

『
羅
昭
諫
集
』
巻
四
に
よ
っ
て
見
て
み
れ
ば
、
ま
ず

「華
清
宮
」
と
題
す
る
七
絶
詩
が
あ
る
。

櫻
殿
層
層
佳
氣
多

櫻
殿
暦
層
と
し
て

佳
氣
多
し

開
元
時
節
好
笙
歌

開
元
の
時
節

笙
歌
を
好
む

也
知
道
徳
勝
尭
舜

也
た
道
徳
の
尭
舜
に
勝
る
を
知
る
も

争
奈
楊
妃
解
笑
何

楊
妃
の
解
笑
ふ
を
争
奈
何
せ
ん

こ
こ
で
羅
隠
は
、
開
元
中
に
玄
宗
が
こ
の
華
清
宮
に
お
い
て

「笙
歌
」
す
る
の
を
好
ん
だ
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
道
徳
は
古
の
尭
舜
に

も
勝
る
も
の
で
あ

つ
た
に
も
關
わ
ら
ず
、
楡
樂
に
淫
し
た
が
爲

に
、
寛

に
は
楊
貴
妃
の
笑
い
を
導
い
て
、
亡
國
の
危
機
に
至
ら
し
め
た

(
16

)

こ
と
を
嘆
く
。
華
清
宮
に
お
け
る
楊
貴
妃
の
笑
い
が
、
蓋
し
亡
國
の
笑
い
で
あ

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
楊
貴
妃
の
笑
い
」
を

参
照
。
『
十
國
春
秋
』
巻
八
十
四
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
の
第
三
、

四
句
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
羅
隠
の
甲
科
合
格
が
沙
汰
止
み
に
な

っ
た
と
い
う
。

綾
い
て

「馬
鬼
披
」
と
頭
す
る
七
絶
詩
が
あ
る
。

佛
屋
前
頭
野
草
春

佛
屋

の
前
頭

野
草
春
な
り
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貴
妃
輕
骨
此
爲
塵

貴
妃
の
輕
骨

此
に
塵
と
爲
る

從
來
絶
色
知
難
得

從
來

絶
色

得
る
こ
と
難
き
を
知
る
も

不
破

一
作
得
中
原
未
是
人

中
原
を
破
ら
ず
ん
ば

未
だ
是
れ
人
な
ら
ず

こ
こ
で
羅
隠
は
、
馬
鬼

の
佛
寺
の
ほ
と
り
に
眠
る
楊
貴
妃

に
つ
い
て
回
想
し
、古
來

「絶
色
」

の
得
難
い
こ
と
、假

に
そ
れ
を
得
て
も

中
原

(天
下
)
を
得
な
け
れ
ば
英
雄
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
第
四
句

「
不
破
中
原
不
是
人
」
と
は
、
安
禄
山
の
鋤
に
よ

っ
て
已
む

な
く
中
原
の
中
國
を
放
棄
し
た
玄
宗

へ
の
慶
僻
を
込
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
(破
字
は
全
唐
詩
巻
六
五
七
で
は

「
一
作
得
」
と
あ
る
。)

次
で
は

「帝
幸
蜀
」
と
題
す
る
七
絶
詩
で
あ
る
。

馬
冤
山
色
翠
依
依

馬
鬼
の
山
色

翠
依
依
た
り

又
見
攣
輿
幸
蜀
蹄

又
見
る

攣
輿
の
蜀
に
幸
し
て
蹄
る
を

泉
下
阿
蟹
鷹
有
語

泉
下
の
阿
蟹

鷹
に
語
有
る
べ
し

這
回
休
更
怨
楊
妃

這
の
回
は

更
に
楊
妃
を
怨
む
を
休
め
よ

詩
題
の

「帝
幸
蜀
」
と
は
、中
和
元
年

(八
八
一
)、
晩
唐
の
僖
宗
が
黄
巣
の
齪
を
避
け
て
蜀

へ
蒙
塵
し
、
や
が
て
光
啓
元
年

(八
八
五
)、

(
10
)

蜀

よ
り
馬
鬼
を
経
て
長
安
に
還
御
し
た
歴
史
事
實
を
指
す
。
玄
宗

の
そ
れ
よ
り

一
二
八
年
後
の
事
で
あ
る
。
第
二
句

「又
見
る
」
と
は

こ
の
こ
と
の
謂
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
僖
宗
が
蜀
か
ら
還
御
す
る
折
に
馬
冤
の
楊
貴
妃
墓
を
経
過
し
た
際
の
感
懐
を
詠
む
。
從

っ
て
直
接

に
玄
宗
楊
貴
妃
に
取
材
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
や
は
り
馬
冤
の
楊
貴
妃
墓
に
詩
作
の
動
機
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
(更
に
羅
隠
に
は
、

(
17
)

「書
馬
鬼
騨
」
文
が
あ
る
。
(
『
全
唐
文
』
巻
八
九
六
、
及
び

『羅
隠
集
』
誕
書
巻
五
。)

楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
け
る
黄
酒
の

「明
皇
廻
駕
経
馬
鬼
賦
」
(竹
村
)
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次
に
、
徐
寅
は
黄
酒
と
同
郷
の
福
建
蓄
田
の
出
身
で
あ
り
、
黄
沿
と
は
特
に
深
い
親
交
が
あ
る
。
四
庫
全
書
本

『
徐
正
字
詩
賦
』
の

提
要
に
、

(徐
)
寅
、
字
は
昭
夢
、
甫
田
の
人
。

乾
寧
元
年

(八
九
四
)
進
士
及
第
。
秘
書
省
正
字
を
授
け
ら
る
。

後
に
王
審
知
の
幕
府
に

依
り
、
延
壽
漢
に
蹄
老
す
。

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
黄
酒
と
徐
寅
と
は
同
郷
で
あ
り
、

一
年
違

い
の
進
士
で
あ
り
、
且
つ
又
王
審
知
幕
下

の
同
僚
と
い
う
深

(
18

)

い
關
係
に
あ

つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
て
、
そ
の
詩
賦
集

『
徐
正
字
詩
賦
』
巻
二
に
は
、
「華
清
宮
」
と
題
す
る
七
律
詩
が
あ
る
。

と
ざ

十
二
環
櫻
鎭
翠
微

暮
爾眼
遺
却
山ハ
鉄
衣

桐
枯
丹
穴
鳳
何
去

天
在
鼎
湖
龍
不
蹄

簾
影
罷
添
新
窮
翠

露
華
猶
灘
奮
珠
磯

君
王
魂
断
騙
山
路

且
向
蓬
海
件
貴
妃

十
二
の
環
櫻

翠
微
鎭
し

暮
霞
に
遺
却
す

六
鉄
の
衣

桐
は
丹
穴
に
枯
れ

鳳

何
く
に
か
去
る

天
は
鼎
湖
に
在
し
て

龍
蹄
り
ま
さ
ず

簾
影

添
ふ
る
を
罷
む

新
し
き
爾
翠

露
華

猫
ほ
湿
ほ
ふ

善
き
珠
磯

君
王

魂
断
す

騒
山
の
路

且
に
蓬
溺
に
向
て

貴
妃
を
件
は
ん

こ
こ
で
徐
寅
は
、
今
や
主
も
な
く
さ
び
れ
果
て
た
華
清
宮
の
惨
状
を
描
爲
し
な
が
ら
、
あ

の
世
の
蓬
葉
宮
で
の
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
逢

瀬
を
夢
想
し
て
い
る
。
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次
で
七
律

「再
幸
華
清
宮
」
詩
で
あ
る
。

腸
断
將
軍
改
葬
蹄

錦
嚢
香
在
憶
當
時

年
來
却
恨
相
思
樹

春
至
不
生
連
理
枝

雪
女
塚
頭
藩
草
合

貴
妃
池
裏
玉
蓮
衰

寛
裳
奮
曲
飛
霜
殿

夢
破
魂
驚
絶
後
期

腸
断
す

將
軍

改
葬
し
て
蹄
る
に

錦
嚢
に
香
在
り
て

當
時
を
憶
ふ

年
來

却
っ
て
恨
む

相
思
樹

春
至
る
も

生
ぜ
ず

連
理
の
枝

雪
女
の
塚
頭
に
瑠
草
合
し

貴
妃
の
池
裏
に
玉
蓮
衰
ふ

電
裳
の
奮
曲

飛
霜
殿

夢
破
れ

魂
驚
き

後
期
絶
ゆ

こ
の
詩
は
、
長
安
に
還
御
し
た
明
皇

(玄
宗
)
が
、
翌
七
五
八
年
十
月
、
楊
貴
妃
と
の
思
い
出
の
地
で
あ
る
華
清
宮

へ
輩
濁
行
幸
し

た
折
の
感
懐
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
『資
治
通
鑑
』
巻
二
二
〇
、
粛
宗
乾
元
元
年

(七
五
八
)
の
條
に
、

冬

、

十

月

、

…

…

甲

寅

、

上
皇

幸

華

清

宮

、

十

一
月

、

丁

丑

、
還

京

師

。

と
記
す
。
徐
寅
の
こ
の
詩
で
は
、
楊
貴
妃
在
り
し
頃
の
激
樂
の
記
念
と
し
て
、
錦
嚢
、
相
思
樹
、
連
理
枝
、
雪
衣
女

(白
鶉
鵡
)
、
貴
妃

池
、
電
裳
曲
等
に
楊
貴
妃
を
偲
び
な
が
ら
、
今
は
か
な
わ
ぬ
果
敢
な
い
夢
を
追
憶
し
て
い
る
。

吹
に
は
七
律
詩

「開
元
即
事
」
が
あ
る
。
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曲
江
眞
宰
國
中
詑

尋
奏
漁
陽
忽
荷
戊

堂
上
有
兵
天
不
用

握
中
無
策
印
空
多

塵
驚
騎
透
撞
關
鎮

雲
護
龍
遊
滑
水
波

未
必
蛾
眉
能
破
國

千
秋
休
恨
馬
寛
披

曲
江
の
眞
宰

(楊
國
忠
)

國
中
に
詑
り

尋
で
奏
す

漁
陽

(安
緑
山
)

忽
ち
文
を
荷
ふ
と

堂
上
に
兵
有
る
も

天
用
ひ
ず

握
中

策
無
く

印
の
み
空

に
多
し

塵
は
騎
透
す
る
に
驚
き

演
關
鎖
さ
る

雲
は
龍
遊
す
る
を
護
り

滑
水
波
だ
つ

未
だ
必
ず
し
も
蛾
眉

(楊
貴
妃
)

能
く
國
を
破
ら
ず

千
秋

馬
毘
披
を
恨
む
を
休

め
よ

㎜

こ

の
詩

に

お

い

て

、
徐

寅

は

、
楊

國

忠

、

安

禄

山

を

め
ぐ

る

開

元

天

寳

の
故

事

を
詠

み

、
そ

の
結

句

に

お

い

て

、

一
國

の
存

亡

の
危

機

を

招

い
た

の

は
楊

國

忠

で
あ

つ
て

、
楊

貴

妃

が

國

を

亡

し

た

詳

で
は

な

い

の
だ

か

ら

、
馬

蒐

披

の
楊

貴

妃

墓

を

恨

む

こ
と

は

無

い
と

し

て

い

る
。

こ

の
詩

は

、
安

禄

山

の
齪

を

招

い
た

「傾

國

」

の
美

女

楊

貴

妃

の
冤

罪

を

晴

ら
す

こ
と

を
意

圖

し

た
も

の

で
あ

る
。

更

に

、
徐

寅

に

は

、
「
依

温

飛

卿

華

清

宮

二

十

二
韻

」

詩

が
あ

る

。

こ
れ

は

、

温

庭

笏

の

「
過

華

清

宮

二
十

二
韻

」

詩

(『
全
唐

詩
』

巻

五
八
〇
)

に
次
韻

し

て
華

清

宮

に
ま

つ
わ

る

故
事

を

詠

ん
だ

も

の
で
あ

る

。

(
韻
字

は
遊

.
秋

・
櫻

・
頭

.
侯

.
裏

.
硫

.
牧

.
族

.
差

.

鉤

・
州

・
榴

・
虻

・
牛

・
尤

・
壽

・
騨

・
休

・
丘

・
愁

・
流

・…
-
下
平
聲
尤

・
侯

・
幽
韻

、
同
用

。
)

紙

幅

の
都

合

に

よ

り

、

引

用

紹

介

は
割

愛

す

る

。

最

後

に
、
徐

寅

に

も

や

は

り

「
馬

鬼

」

と
題

す

る

七
絶

詩

が

あ

る

。



二
百
年
來
事
遠
聞

二
百
年
來

事
遠
か
に
聞
ゆ

從
龍
誰
解
蓋
如
雲

龍
に
從
ひ
て

誰
か
解
ら
ん

蓋
く
雲
の
如
く
な
る
を

張
均
兄
弟
皆
何
在

張
均
兄
弟

皆
何
く
に
か
在
る

却
是
楊
妃
死
報
君

却

っ
て
是
れ

楊
妃

死
し
て
君
に
報
ず

張
均

・
張
拍
兄
弟
は
名
宰
相
張
説
の
子
。
張
均
は
安
禄
山
の
偽
命
を
受
け
て
中
書
令
と
な

っ
た
。
こ
の
詩
に
お

い
て
、
徐
寅
は
、
安

緑
山
の
偲
中
書
令
と
な

つ
た
張
均
を
批
剣
す
る

一
方
、
馬
冤
に
お
い
て
惨
殺
さ
れ
た
楊
貴
妃
に
つ
い
て
、
却

っ
て

「死
し
て
君
に
報
い

る
」
忠
義
を
示
し
た
も
の
だ
と
の
同
情
を
示
す
。
因
み
に
四
庫
全
書
本

『徐
正
字
詩
賦
』
の
書
前
提
要
に
は
、
こ
の
詩
中
の

「
張
均
兄

弟
皆
何
在
、
却
是
楊
妃
死
報
君
」
の
二
句
を
あ
げ
、
「更

に
一
飯
も
唐
を
忘
れ
ざ
る
者
の
似
し
」
と
賞
讃
し
て
い
る
。

ま
た
、
『
全
唐
詩
』
巻
七

一
四
に
よ
れ
ば
、
聞
中
に
お
い
て
黄
潜
と
親
交
を
深
め
た

(『十
國
春
秋
』
巻
九
十
五
)
崔
道
融
に
も
次
の
如

く
楊
貴
妃
故
事
を
詠
ん
だ
詩
が
現
存
す
る
。
ま
ず

「掲
鼓
」
と
題
す
る
七
絶
詩
で
あ
る
。

華
清
宮
裏
打
擦
聲

華
清
宮
裏

打
捺

の
聲

供
奉
締
簑
束
手
聴

供
奉

蘇
篭

束
手
し
て
賠
く

寂
奨
攣
輿
斜
谷
裏

寂
箕
た
り

攣
幽
ハ

斜
谷
の
裏

是
誰
翻
得
雨
淋
鈴

是
れ
誰
ぞ

雨
淋
鈴
を
翻
し
得
ん

詩
題
の
謁
鼓
は
玄
宗
が
善
く
し
た
鼓
の
名
。
唐

・
南
卓

『掲
鼓
録
』
に
見
え
る
。
場
面
設
定
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
が
、
こ
の
詩

は
先
の
徐
寅
の

「再
幸
華
清
宮
」
詩
と
同
じ
く
、
七
五
八
年
、
長
安
に
幽
居
す
る
明
皇

(玄
宗
)
が
楊
貴
妃
ゆ
か
り
の
華
清
宮
に
輩
猫

楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
け
る
黄
泡
の
「
明
皇
廻
駕
経
馬
蒐
賦
」
(竹
村
)
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(
19

)

で
行
幸
し
、
望
京
櫻
に
お
い
て
雨
淋
鈴
の
曲
を
演
奏
し
た
時
の
詩
と
解
す
る
。
曾
て
な
じ
み
の
華
清
宮
に
お
い
て
明
皇

の
演
じ
る
鵜
鼓

(
19
)

の
音
に
宮
人
は
こ
ぞ

っ
て
聴
き
入

っ
て
い
る
。
曾
て
幸
蜀
の
途
次
に
斜
谷
中
で
聞
い
た
と
い
う
雨
淋
鈴
の
曲
は
、
當
事
者
た
る
明
皇
に

し
か
分
ら
な
い
寂
箕
の
哀
調
を
帯
び
て
切
々
と
響
く
の
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
「
馬
竃
」
と
題
す
る
七
絶
詩
が
あ
る
。

萬
乗
凄
涼
蜀
路
蹄

萬
乗

凄
涼
と
し
て

蜀
路
を
蹄
る

眼
前
朱
翠
與
心
違

眼
前

の
朱
翠

心
と
違

へ
り

重
華
不
是
風
流
主

重
華
は
是
れ
風
流
の
主
な
ら
ず

湘
水
猫
傳
泣
二
妃

湘
水

猫
ほ
傳
ふ

二
妃
の
泣
く
を

こ
の
詩
は
、
楊
貴
妃
を
亡
く
し
た
玄
宗
が
寂
し
く
蜀
よ
り
長
安

へ
蹄
る
様
を
描
く
。
作
者
は
こ
こ
で
、
重
華

(虞
舜
)
を
玄
宗
に
、

二
妃
を
楊
貴
妃
に
、
ま
た
湘
水
を
滑
水
に
比
定
し
、
馬
鬼
の
墓
に
眠
る
楊
貴
妃
の
恨
み
を
代
弁
す
る
の
で
あ
る
。

更

に
、
「攣
駕
東
回
」
と
題
す
る
七
絶
詩
が
あ
る
。

雨
川
花
捧
御
衣
香

爾
川

花
捧
げ
て

御
衣
香
し

萬
歳
山
呼
輩
路
長

萬
歳

山
と
呼
び
て

輩
路
長
し

天
子
還
從
馬
鬼
過

天
子

還
た
馬
鬼
に
過
る
も

別
無
欄
恨
似
明
皇

別
に
欄
恨
の
明
皇
に
似
た
る
こ
と
無
し

囎

第
三
句
に

「
天
子
還
た
馬
鬼
に
過
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
詩
は
、
晩
唐

の
僖
宗
が
八
八
五
年
、
「爾
川
」
(四
川
の
東
川
と
西
川
)



よ
り
長
安

へ
還
御
す
る
途
次
に
馬
冤
を
通
過
し
て
の
感
懐
を
詠
ん
だ
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
詩
で
は
、
羅
隠
の

「帝
幸
蜀
」
詩
と

同

じ
く
、
馬
鬼
の
楊
貴
妃
墓
を
過
る
僖
宗
の
目
を
通
し
て
明
皇
が
追
憶
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
に
あ
げ
た
羅
隠

・
徐
寅

・
崔
道
融
詩
に
見
え
る
楊
貴
妃
故
事
、
と
り
わ
け
馬
冤
の
楊
貴
妃
墓
を
詠
ん
だ
詩
は
、
三
名
と
黄
沿
と

の
交
友
の
深
さ
か
ら
言

っ
て
、
黄
沿
の

「明
皇
週
駕
経
馬
鬼
賦
」
に
何
ら
か
の
直
接
間
接
の
影
響
を
與
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
預
測
さ

せ
る
が
、
詩
作
の
先
後
も
含
め
て
詳
細
な
こ
と
は
分
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
晩
唐
五
代
に
活
躍
し
た
こ
れ
ら
詩
人
の
問
に
楊
貴
妃
故
事
に
取
材
し
た
詩
作
の
嗜
好
が
背
景

と

し

て
根
強

く
あ

り
、
黄
沿
の
該
賦
は
、
そ
れ
ら
の
底
流
の
下
に
始
め
て
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
以
上
の
畢
例
か
ら
ほ
ぼ
確
謹
が
得
ら
れ
た
と

い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。七

黄
酒
の

「明
皇
　
駕
経
馬
寛
賦
」
は
、
馬
寅
の
楊
貴
妃
墓
を
め
ぐ
る
楊
貴
妃
故
事
に
取
材
し
た
叙
情
性
豊
か
な
律
賦
で
あ
る
。
律
賦

は
も
と
も
と
唐
宋
の
科
畢
試
に
出
題
さ
れ
た
韻
文
を
指
し
て
い
う
が
、
黄
沿
の
こ
の
賦
は
、
明
皇
の
故
事
を
表
題
中

に
含
み
、
そ
の
直

前

に
僖
宗
の

"
僖
宗
週
駕
経
馬
鬼
"
故
事
を
有
す
る
の
で
、
實
際
に
科
學
試
に
出
題
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
作
者
の
意

圖

は
、
も

っ
ば
ら
楊
貴
妃
墓
に
た
た
ず
む
明
皇
の
心
中
を
如
何
に
叙
情
的
に
描
鳥
す
る
か
に
あ

つ
た
様
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
黄

酒

は
、
新
奇
な
律
賦
の
形
式
を
籍
り
て
、
そ
こ
に
文
學
作
品
の
内
容
を
持
た
せ
る
こ
と
に
意
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
晩
唐
の
律
賦
が
敷
ば
科
畢
の
實
用
文
の
栓
楷
を
脱
し
て
純
文
學
作
品

へ
と
移
向
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
現
象

に

つ
い

楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
け
る
黄
酒
の
「
明
皇
　
駕
経
馬
鬼
賦
」
(竹
村
)

鵬
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(
13

)

て

、
清

・
李

調

元

の

『
賦

話

』

は

、
宋

・
洪

湛

の

『
容

斎

四

筆

』

巻

七

の
説

を
引

き

つ

つ
、

い

み

じ
く

も

次

の

よ
う

に
指

摘

す

る

。

(
19

)

○

『
偶
篤
』
に
い
ふ
、
晩
唐
の
士
人
は
律
賦
を
作
る
に
、
多
く
古
事
を
以
て
題
と
爲
し
、
悲
傷
の
旨
を
寓
す
。
臭
融

・
徐
寅
の
諸
人

の
如
き
は
是
な
り
と
。
黄
文
江
酒
も
亦
た
此
を
以
て
名
を

檀

に
す
。
「唐
明
皇
回
駕
経
馬
鬼
披
」
を
賦
し
、
隔
句
に
云
ふ
、
「
日

惨
風
悲
、
到
玉
顔
之
死
塵
、
花
愁
露
泣
、
認
朱
瞼
之
帰
痕
」
・
「褒
雲
萬
畳
、
噺
腸
新
出
干
暗
猿
、
秦
樹
千
層

、
比
翼
不
如
子
飛

;

(21
)

鳥
」
・
「羽
衛
参
差
、
擁
翠
華
而
不
護
、
天
顔
愴
恨
、
毘
紅
袖
之
難
留
」
・
「
六
馬
蹄
秦
、
都
経
過
於
此
地
、
九
泉
隔
越
、
幾
棲
愴

干
平
生
」
と
。
…
…

(略
)
…
…
凡
そ
此
の
十
敷
聯
、
皆
研
確
精
微
に
し
て
、
當
時
に
傳
誠
せ
ら
る
。

(雀
九
)

○

(律
賦
は
唐
の
)
晩
季
に
逮
び
、
新
奇
を
好
み
尚
び
、
始
め
て

「館
娃
宮
」
「景
陽
井
」
及
び

「駕
経
馬
鬼
披
」
「観
燈
西
涼
府
」

の
類
有
り
て
、
妖
を
争
ひ
巧
を
圃
は
し
、
章
句
盆
す
工
な
り
。
(巻
二
)

こ
こ
で
李
調
元
は
、
黄
沿
の
該
賦
を
含
む
晩
唐
の
律
賦
に
つ
い
て
、
古
事
に
取
材
し
て
悲
傷
の
趣
旨
を
よ
せ
る
も
の
が
多
い
こ
と
、

新
奇
さ
を
好
み
、
妊
巧
を
競
い
、
章
句
表
現
に
巧
み
な
も
の
が
目
立
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
宋

・
洪
適
の
所
説
の
援
用

で
あ
る
が
、
黄
酒
の

「明
皇
　
駕
経
馬
鬼
賦
」
の
文
學
作
品
と
し
て
の
便
値
を
認
め
た
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

李
調
元
は
ま
た
、
特
に
黄
酒
の
該
賦
を
取
り
あ
げ
て
、
次
の
よ
う
に
も
賞
賛
す
る
。

唐
の
黄
酒
の

「明
皇
逼
駕
経
馬
冤
賦
」
に
云
ふ
、
「褒
雲
萬
畳
、
断
腸
新
出
於
暗
猿
、

秦
樹
千
層
、
比
翼
不
如
於
飛
鳥
」
と
。
至

り
て
懐
愴
爲
り
。
又

「六
馬
蹄
秦
、
却
経
過
干
此
地
、
九
泉
隔
越
、
幾
凄
側
干
平
生
」
と
。
「蹄
秦
」
「隔
越
」

は
是
れ
借
封
法
に

(
21
)

し
て
、
皆
極
め
て
華
購
風
雅
な
り
。
按
ず
る
に
、
此
等
の
題
は
、
先
朝
を
指
斥
し
て
、
頗
る
輕
薄
な
る
を
嫌
ふ
。
唐
人
の
馬
鬼
を

泳
め
る
詩
甚
だ
多
し
。
文
江
は
更
に
之
を
演
じ
て
賦
と
爲
せ
し
耳
。
芋
眠
凄
戻
に
し
て
、
「長
恨
歌
」
「連
昌
宮

詞
」

に
減
ら
ず
。

脳



「芋
眠
」
と
は
陸
機

「文
賦
」
の
語
で
あ
り
、
『
文
選
』
巻
十
七
の
李
善
注
に
よ
れ
ば

「光
色
盛
ん
な
貌
」
で
あ

る
。
先
の
李
調
元

の
引
文
に
い
う

「孚
妖
團
巧
」

の
謂
で
あ
ろ
う
。
ま
た

「棲
愴
」
「凄
戻
」
は
同
じ
く

「悲
傷
之
旨
」

に
相
當
す
る
で
あ
ろ
う
。
す

な

わ
ち
、
こ
こ
で
李
調
元
は
、
黄
酒
の

「
明
皇
　
駕
経
馬
鬼
賦
」
の
妬
巧
な
る
表
現
と
い
い
、
悲
傷
の
情
趣
と
い
い
、
白
居
易
の

「長
恨

歌
」、
元
積
の

「連
昌
宮
詞
」
に
較
べ
て
も
見
劣
り
が
し
な
い
と
激
賞
す
る
の
で
あ
る
。

李
調
元
が
こ
こ
に
白
居
易

「長
恨
歌
」
、元
積

「連
昌
宮
詞
」
を
引
き
合
い
に
出
す
の
は
、

論
述
上
の
要
請
も
あ

っ
て
か
、

少
し
く

ほ

め
す
ぎ
の
感
が
な
い
で
も
無

い
。

後
世
の
文
學
的
影
響
を
考
え
て
も
、

黄
酒
の
該
賦
が
白
居
易
の

「長
恨
歌
」

に
遙
か
に
及
ば

な

い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
私

の
見
る
と
こ
ろ
、
中
唐
の
白
居
易
、
元
積
の
そ
れ
ら
の
詩
と
晩
唐
五
代
の
黄
酒
の

該
賦
と
は
、
と
も
に
當
時
に
お
け
る
楊
貴
妃
故
事
の
最
も
好
ま
し
い
交
學
形
式

へ
の
集
成
昇
華
と
い
う
鮎
で
共
通
性

を
持

つ
。
す
な
わ

ち
、
陳
鴻

「長
恨
歌
傳
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
元
和
元
年

(八
〇
六
)
十
二
月
の
日
付
を
有
す
る
白
居
易
の

「長
恨
歌
」
は
、
滑
水
北
岸

に
あ
る
馬
堀
の
ほ
ぼ
南
岸
に
近
い
整
屋
縣
仙
遊
寺
に
お
い
て
構
想
さ
れ
た
。
當
然
な
が
ら
、
楊
貴
妃
没
後
五
十
年
を
経
た
楊
貴
妃
故
事

と
、
當
時
馬
鬼
=
整
屋
の
近
郷
に
傳
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
楊
貴
妃
傳
説
と
が
、
そ
の
詩
中
に
巧
み
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と

(
お
)

が
容
易
に
推
察
で
き
る
。

ま
た
、
元
和
十
三
年

(八
一
八
)
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
元
積

の

「連
昌
宮
詞
」
も
、
傳

え
ら
れ
た
多
く
の

楊
貴
妃
故
事
が
同
様
に
集
成
さ
れ
て
成

っ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
酒
の
該
賦
も
ま
た
、
前
章

に
お
い
て
検
謹
し
た
様
に
、
詩
友
の
楊
貴
妃

故
事
の
好
尚
が
そ
の
背
景
に
あ

っ
て
成

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
黄
酒
の

「明
皇
　
駕
経
馬
寅
賦
」
と
白
居
易

「長

恨
歌
」、
元
積

「連
昌
宮
詞
」
と
は
、
自
ず
か
ら
そ
の
形
式
や
主
題
等
を
異
に
す
る
も
の
の
、

そ
の
當
時
に
お
け
る
楊
貴
妃
故
事
の
最

も
巧
み
な
文
學
作
品

へ
の
昇
華
と
い
う
黙

で
共
通
性
を
持

つ
で
あ
ろ
う
。
黄
滔

の
場
合
、
律
賦
の
形
式
に
擦

っ
た
こ
と
が
、
新
奇
な
試

楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
け
る
黄
酒
の

「明
皇
邉
駕
経
馬
鬼
賦
」
(竹
村
)

鵬
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み
の

一
つ
で
も
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
先
の
李
調
元
の
言
及
も
、
あ
な
が
ち
過
褒
と
ば
か
り
は
い
え
ま

い
。

私
が
本
稿
の
表
題
に
冠
し
た

「楊
貴
妃
文
學
史
」
と
は
、
楊
貴
妃

の
生
前
か
ら
没
後
、
そ
し
て
今
日
に
至
る
ま
で
、
彼
我

(
中
國

・

日
本
)
の
楊
貴
妃
故
事
を
扱

っ
た
文
學
作
品
を
通
し
て
み
た
テ
ー
マ
別
文
學
史
の

一
流
派
の
謂
で
あ
る
。
今
試
み
に
、
そ
の
各
章
を
構

成
す
る
目
ぼ
し
い
作
品
を
あ
げ
れ
ば
、

鵬

李
白

「清
平
調
詞
三
首
」
「
宮
中
行
樂
詞
八
首
」

杜
甫

「麗
人
行
」
「
哀
江
頭
」

白
居
易

「長
恨
歌
」

一兀
稲
…
「連
日日
宮
詞
」

杜
牧

「華
清
宮
詞
三
十
韻
」
「
過
華
清
宮
三
絶
句
」

(
24
)

張
砧

「華
清
宮
和
杜
舎
人
」

鄭
隅

「津
陽
門
詩
」

温
庭
箔

「過
華
清
宮
二
十
二
韻
」

王
伯
成

「天
寳
遺
事
諸
宮
調
」

白
撲

『
梧
桐
雨
』

呉
成
美

『驚
鴻
記
』

孫
郁

『
天
寳
曲
史
』



洪
昇

『
長
生
殿
』

(
25
)

等
等
、
綺
羅
星
の
如
く
並
ぶ
中
國
文
學
史
上
の
主
要
作
品
を
包
括
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

私
が
本
稿
に
お
い
て
取
り
扱

つ
た
黄
酒
の
律
賦

「明
皇
廻
駕
経
馬
冤
賦
」
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の
諸
作
品
か
ら
成
る
所
謂
楊
貴
妃
文
學

史

上
に
お
い
て
、
唐
末
五
代
の
峡
谷
に
花
開
い
た

一
つ
の
精
華
で
あ

っ
た
。

そ
れ
は
、
文
學
史
上
の

一
主
峰
た
る
白
居
易
の

「長
恨

歌
」
と
違
い
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
與
え
る
こ
と
は
寛
に
無
か

っ
た
。
律
賦
の
運
命
と
共
に
、
そ
の
賦
の
影
響
も
忽
焉
と
し
て
消
え

失

せ
る
。
唐
末
五
代
、
福
建
の
片
田
舎
に
隠
棲
し
た
黄
酒
は
、
白
居
易
と
違
い
、
文
學
史
の
主
流

に
は
な
り
得
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。

蓋

し
、
敢
て
言
う
な
ら
ば
、
黄
酒
の

「明
皇
逼
駕
経
馬
寛
賦
」
は
、
楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
い
て
、
次

の
宋
金
の
時
代
に

「天
寳
遺
事

諸
宮
調
」
が
語
ら
れ
、
元
曲

「梧
桐
雨
」
が
出
現
す
る
以
前
の
五
代
梁
に
お
い
て
、
美
し
く
も
花
開

い
た
、
さ
て
も
可
憐
な

一
朶
の
仇

花

で
あ

っ
た
と
い
い
得
よ
う
か
。

(
一
九

八
九
年
八
月
)

0

註

こ
こ
に
は
落
下
者

は
九
名

し
か
列
記

し
て
い
な

い
。

い
ま
徐
松
注

に
よ

っ
て
補
な
う
。

こ
の
う
ち
王
貞
白
詩

は

『
全
唐

詩
』
巻

七
〇

一
に
、
張
蝦

詩
は
同
巻
七
○

二
に
牧
め
ら
れ
る
。

黄
公
度
、
黄
沃
父
子

の
記
事

は
陸

心
源

『
宋
史
翼
』
雀

二
十
四
に

見

え
る
。

翁
承
賛

は
閲

の
人
。
乾
寧
三
年

(
八
九

六
)

の
進
士
で
あ
り
、
同

郷

の
黄
酒
と
は
親
交
が
深

い
。
黄
酒

は
乾
寧

二
年

(
八
九
五
)
の

蓬
ーコ
マ
茨
Z
u

上
海
圖
書

館
編

『
中
國
叢
書
綜
録
』

二
冊
、

一
二
三
九
頁
参
照
。

鈴
木
虎
雄

『
賦
史
大
要
』

(
冨
山
房
、
昭
和
十

一
年

)
二
四
〇
ー

二
四
四
頁

に
わ
か
り

や
す
く
圖
示
す

る
。

楊
貴

妃
の
最
期

に
關
わ
る
描
爲
と

し
て
、
杜
甫

の

「
哀

江
頭

」
詩

に

「
血
汚
游

魂
露
不
得

」
と
あ
り
、
白
居
易

「
長
恨
歌
」
に

「
宛

輕
蛾

眉
馬
前
死
、
翠
翻
金
雀
玉
掻
頭
、
君
王
掩

面
救
不
得
、
同
看

血
涙
相
和
流
」
と
あ
り
、
李
盆

「
過
馬
鬼

二
首
」
其

一
に

「
太
眞
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血
染
馬
蹄

鑑
」
と
あ
り
、

ま
た
鄭
隅

「
津
陽
門
詩

」
は

「
長

眉
髪

髪
作

凝
血
」
と
す
る
。
更

に
杜
牧

「
華
清
宮

三
十
韻

」
に

「
喧
呼

馬
鬼

血
零

落
羽
林
槍

」
と
あ
り
、

張
砧
又
は
趙
蝦
又

は
醇
能

又
は

温
庭
箔

「華
清
宮
和
杜
舎

人
」
に
「
雪

(
一
作

血
)
埋
妃
子
貌
」
と
あ

る
。

こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
楊
貴
妃
の
死
が
鮮
血
に
ま
み
れ
た
鰺
殺

で
あ

っ
た

こ
と
を
連
想

さ
せ
る
表
現

で
あ

る
。
黄
酒

の
こ
の
賦

の

四
」
面
之
霜
蹄
践
入
」
も
ほ
ぼ

こ
の
方
向
に
洛

っ
た
描
鳥

で
あ

る
。

元

・
王
伯
成

の

「
天
寳

遺
事

諸
宮

調
」
に

「
践
楊
妃

」
が
残
存

し

(
『
雍
熈
樂
府
』
巻
五
、
仙
呂
宮
勝
萌
藍
)
、
ま
た

『
雍
煕
樂
府
』

巻
七
所
牧

「
遺
事

引
」

(
哨
遍

)

に

「
萬
馬
蹄
邊
妃
子

亡
」
と
あ

る

の
も
同
傾
向

の
描
爲

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
劉
禺
錫

「
馬
鬼
行

」

に
董
貝
人
飲
金
屑
、
條

忽
舜
英
暮
」
と
あ
る

の
は
、

そ

の
服

毒
死
を

思
わ
せ
る
。

こ
れ
ら

の
直
戴

的
で
リ

ア
ル
な
表
現

に
比
べ
れ
ば
、

『
奮
唐
書
』
巻
五
十

一
楊
貴
妃
傳

に

『
遂
総
死
於
佛
室
」
と

い
い
、

『
新
唐

書
』
巻

七
十
六
楊
貴
妃
傳

に

「
経
路
祠
下

」
と

い
い
、
『
資

治
通
鑑

』
巻

二

一
八
に

「
上
乃
命
力

士
引
貴
妃

於

佛

室
、
纏

殺

之

」
と

い
い
、
銚
汝
能

『
安
緑
山
事
　
』
巻

下

に

「
途

総

於

佛

室

」
と
い
い
、
陳
鴻

「
長
恨
歌
傳
」

に

「
寛
就
死
於
尺
組
之
下
」

と

い
い
、

『
太
眞
外
傳
』

巻
下

に

「
力
士
途
総
於
佛

堂
前
之
梨
樹

下
」
と
あ
る

の
は
、
楊
貴
妃

の
死
を
か
な
り

ソ
フ
ト
に
娩
曲

に
、

或

い
は
小
説
曲
に
表

現
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
楊

貴
妃

の
死
が
實
際

に
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
の
か
、
後

世
の

我

々
に
は
如
上

の
史
實

や
文
學

表
現

が
残
さ
れ
て

い
る
の
み
で
あ

り
、
事

實
と
虚
構

の
剣

断
に
と
ま
ど
う
。
な
お
吉

川
幸
次
郎

『
杜

甫
詩
注
』
三

(
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
四
年

)

の

「
哀

江
頭

」
注

の

余
論
四

に
楊
貴
妃

の
死
に

つ
い
て
詳

説
し
、

『
太
平

記
』

巻

三
七

に
ま
で
言
及
す
る
。

さ
ら

に
顔
元
叔

『
馬

前

死
』
=

論

『
長

恨

歌
』
的
欝
構
」

(
『
中
外
文
學

』

一
九

六
八

・
=

、

『
楊
貴
妃

故

事
』
《
天

一
出
版
社

、
一
九

八
二
年
)
所
牧

)
を
参

照
。

『
通
鑑
』
巻

二
二
0
、
瀟
宗
至
徳
二
載

(
七
五
七
年

)
條

に
、
「十

二
月
、
丙
午
、
上
皇

至
威

陽
」
と
あ

る
。
ま
た

『
蕾
唐
書
』
巻
九

、

玄
宗
本
紀

に
は

「
十

二
月
丙
午

、
粛
宗
且
ハ法
駕

、
至
威

陽
望
賢
騨

迎
奉
」
と
あ
る
。

馬
蒐

は
威

陽

の
西
約
三
〇
『
ヨ

に
あ
る
騨

で
あ

る
。

楊
貴
妃
墓

は
、
逃
避
行
中

の
突
獲
事

で
も
あ
り
、
當
初

は
た
だ
土

盛
り
を
し
た
極
く
簡
軍

な
も

の
だ

っ
た

と

思
わ
れ
る
。
『
太
眞
外

傳
』
巻

下
に
は
、

「
西
郭

の
外

一
里
許
り
、
道
北

の
玖

下
に
轡
む
」

と
述

べ
る
。
中
唐

・
劉
萬
錫

の

「
馬
蒐
行

」
に
は
「路
邊
楊
貴
人

、

墳
高

三
四
尺
」
と
あ

る
。
ま
た
、
宋

・
鄭
剛
中

『
西
征
道
里
記
』

(
清

・
胡
鳳
丹
輯

『
金
華
叢
書
』
所
牧
、
『
馬
蒐
志
』
巻

一
所
引
)

に
は
、

「塚

土
数

尺
高

、
撲
雑
木

二
三
本
、

日
楊
妃

塚
」
と
あ
る
。

更

に
七
五
八
年

十
月
、
明
皇

が
輩
濁
で
華

清
宮

に
行
幸

し
た
事
も

齪



興
味
あ

る
史
實

で
あ
る
が
、

こ
の
故
事
を
詠
ん
だ
文
學
作
品

に

つ

い
て
は
別
稿

に
お
い
て
考
察

し
た
い
。

『
馬
蒐
披
詩
選
』
(
張
過

・
何
泳
編
、
華
岳
文
藝
出
版
社
、
一
九
八

八
年
)
。

岡
村
繁
繹
注

『
白
氏
文
集
』
四

(
明
治
書

院
、
新
繹

漢
文

大
系

一

〇
〇
)

の
う
ち
、
巻

一
二

詩
賦

の
課
注
を
参
照
。

馬
積
高

『
賦
史
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
七
年
)
。

清

・
李
調
元

『
賦
話
』
(
『
叢
書
集
成
』
初
編
所
牧
)
。

『
蓄
陽
黄
御
史
集
』

本
、

及
び

『
全
唐
詩
』

巻
七
〇

六
に
お

い

て
は
、
こ
の
三
首

は
、
「
馬
鬼
」

(
錦
江
…
…
)
、
「
馬
蒐

(
二
首
)
」

(
鐵
馬
…
…
、
龍
彊
…
…
)

の
二
題
と

し
て
分

別
載
録
さ
れ
て

い

る
。

四
庫
全
書
本

を
用

い
る
。

『
中
國
詩
人
論
-
岡
村
繁
教
授
退
官
記
念
論
集
』
(
汲
古
書
院
、
一

九

八
六
年
所
牧
)
。

雍
文
華
校
輯

、
中
華
書
局

、

一
九

八
三
年
。

四
庫

全
書
本

を
用

い
る
。

『
太
眞
外
傳

』
巻
下
に
、

又
至
斜
谷

口
、
屡
森

雨
渉
旬

、
於
桟
道
雨
中
聞
鈴
聲
、
隔
山

相
鷹

。
上
既
悼
念
貴
妃

、
因
採

其
聲
爲
雨
森
鈴
曲
、
以
寄
恨

焉
。

至
徳
中
、
復
幸
華
清
宮
。
從
官

嫁
御
、
多

非
薔
人
。
上
於

望
京
櫻
下
命
張
野
狐
奏

雨
森
鈴
曲
。
曲
半
、
上
四
顧
凄
涼
、

不
魔
流
涕
。
左
右
亦
爲
感
傷
。

と
あ
る
。
故
事

は

『
明
皇
雑
録
』

に
も
見
え

る
。

『
偶
簡
』

は
以
下

に
績
く
記
事

の
出
典
と
思
わ
れ
る
が
未
見
。
な

お
、
引
用
文

の
記
事

は
宋

・
洪
湛

『
容
齋
四
筆
』
巻
七

に
出
擦
す

る
。

『
函
海
』
に
擦

っ
た

『
叢
書
集
成
初
編
』
本

『
賦
話
』

の
引
用
文

が

「
九
皇

」
に
作

る
の
は
誤
り

。

同
じ
く

「
華
謄

」
に
作

る
の
は
誤

り
。

陳
寅
恪

『
元
白
詩
箋
謹
稿
』
、
及
び
†
孝
萱

『
元
積
年

譜
』
参
照
。

一
作
趙
蝦

、
一
作
醇
能

、
一
作
温
庭
笏
。
『
全
唐

詩
重
篇
索
引
』
(
河

南
大
學
唐
詩
研
究
室
編
、
河
南
大
學
出
版
社
、

一
九
八
五
年
)
参

照
。
温
庭
箔

の
そ

れ

は

『
温
飛
卿

詩
集
箋
注
』
(
清

・
曽

盆
等
箋

注
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
○
年
)
巻

九
集
外
詩

に
見

え
る
。

資

料
集

と
し
て
清

・
胡
鳳
丹

『
馬
鬼
志
』
(
美
漢
出
版
社
、
用
光
緒

三
年
胡

氏
退
補
齋
版

影
印
出
版
、

一
九

六
七
年
)
が
あ
る
。

楊
貴
妃
文
學
史
上
に
お
け
る
黄
酒
の

「明
皇
　
駕
経
馬
鬼
賦
」
(竹
村
)
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附
録

①

明
皇
　
駕
経
馬
鬼
賦

以
程
及
暁
留
芳
魂
顧
跡
爲
韻

明
皇
駕
を
　
ら

し
馬
鬼
を
経

る
の
賦

程

・
及

・
暁

・
留

・
芳

・
魂

・
顧

・
跡
を
以
て
韻
と
爲
す

②

長
鯨

入
鼎
号
中
原

長
鯨

鼎
を
中
原

に
入
れ

2
六
龍
　
轡
号
蜀
門

六
龍

轡
を
蜀
門

よ
り
　
ら
す

杏
竈
闘
而
難
尋
艶
質

竈
闘
杏

か
に
し
て

艶
質
を
尋

め
難
く

4
経

馬
鬼

而
室
念
香
魂

馬
鬼
を
経
て

室
し
く
香
魂

を
念

ふ

日
惨

風
悲

到
玉
顔
之
死
慮

日
惨
く
風
悲

し

玉
顔
の
死
せ
し
庭

に
到
れ
ば

6
花
愁
露
泣

認
朱

瞼
之
喘

痕

花
愁

ひ
露
泣
く

朱
瞼

の
暗
き

し
痕
を
認
む

莫
不
積
恨
縣
縣

積
恨
縣
縣
と
し
て

8

傷
心
情
梢

傷
心
情
惰
た
ら
ざ
る
は
莫
し

逝
川
東
咽
以
無
駐

逝
川

東
に
咽
び
て

以
て
駐
ま
る
無
く

ーo
夜
戸
下
扁
而
莫
曉

夜
戸

肩

を
下
し
て

而
し
て
曉
く
る
莫
し

③
褒
雲
萬
畳

断
膓
新
出
於
暗
猿

褒
雲
萬
畳

断
腸
新
た
に
喘
猿
よ
り
出
づ

12
秦
樹
千
層

比
翼
不
如
於
飛
鳥

秦
樹
千
層

比
翼
も
飛
鳥
に
如
か
ず

初
其
漢
殿
如
子

初
め
其
れ

漢
殿
に
は
子
の
如
き
に
し
て

14

燕
城
若
雌

騙
鐵
馬
以
飛
至

16
燭
金
輿

而
出
遊

謀

於
剣
外

18
駐
此
原
頭

燕

城

に
は

饒

な
る
が
若
し

鐵
馬
を
騙
り

以

て
飛
ぶ
が
ご
と
く
至
れ
ば

金
幽
ハ
を
鰯
れ

而

し
て
出
遊
す

創
外

に
謀
ら

ん
と

し
て

此

の
原
頭

(
馬
鬼

)
に
駐
ま

る

羽
参
衛
差

擁
翠
華
而
不
護

羽
衛
参
差
と
し
て

翠
華
を
擁
し
て
獲
せ
ず

20
天
顔
愴
恨

豊
袖
紅
以
難
留

鴛
鷺
相
驚

箆
熊
罷
漸
急

千
行
之
珠
涙
流
下

④

24
四
面
之
霜
蹄
践
入

騨
傳
表
態

⑥

26
雨
露
成
波

天
顔
愴
慎
と
し
て

紅
袖

(楊
妃
)
の
以
て
留

め
難
き
を
畳
る

鴛
鷺
相
ひ
驚
き

熊
熊
漸
く
急
な
り

千
行
の
珠
涙

四
面
の
霜
蹄

⑤

忽
零
落
以
無
蹄

神
傳
の
表
態

已
浩
濡
而
不
及

桟
閣
重
庭

28
珠
硫
去
程

玉
塁
之
雲
山
暫
幸

お

流
れ
下
ち

践
み
入
る

忽
ち
零
落
し
て
以
て
蹄
る
無
く

雨
露
波
と
成
り

已
に
沽
濡
す
る
も
及
ば
ず

桟
閣
重
な
れ
る
虜

珠
境
去
り
し

程

玉
墨
の
雲
山
に
暫
し
幸
し
て
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⑦

うた

30
金
城
之
姻
景
旋
清

金
城
の
姻
景

旋
た
清
ら
か
な
り

六
馬
蹄
秦

却
経
過
於
此
地

六
馬
秦
に
婦
る
に

却
っ
て
此
の
地
(馬
蒐
)

を
経
過
す
れ
ば

32
九
泉
隔
越

幾
凄
側
於
平
生

九
泉
に
隔
越
し
て

幾
ば
平
生
を
凄
側
す

銀
瓢
彩
鳳
之
縦

鋏
に

瓢

る

彩
鳳
の

縦

鈎
髪
蜆
玄
蝉
之
跡

髪
に
蜆
す

玄
蝉
の

跡

荘
荘
而
今
日
黄
壌

荘
荘
た
り

今
日
の
黄
壌

36
歴
歴
而
當
時
綺
晒

歴
歴
た
り

當
時
の
綺
晒

雨
鈴
製
曲

徒
有
感
於
宮
商

雨
鈴

曲
を
製
し
て

徒

に
宮
商
に
感
ず

る
有
り

詔
龍
拶
呈
香

不
可
返
其
魂
魂

龍
磯

香
を
呈
す
る
も

其
の
魂
=塊
を
返
す

べ
か
ら
ず

つ

室
極
宥
夢

空
し
く
宥
夢
極
き
た
り

⑳
寧
逢
曉
粧

寧
ぞ
暁
粧
に
逢
は
ん

螢
路
見
梧
桐
半
死

螢
路
に
梧
桐
の
牛
ば
死
す
る
を
見

42
姻
室
失
鶯
鳳
隻
翔

姻
空
に
鶯
鳳
の
隻
び
翔
る
を
失
す

⑧

鏡
殿
三
春

莫
問
菱
花
之
照
耀

"
驕
山
七
夕

鏡
殿
の
三
春

れ

休
謄
楡
葉
之
券
芳

驕
山
の
七
夕

休
め
よ

大
凡
有
國
之
奪

46
牢
或
傾
城
之
遇

敦
言
天
寳
之
南
面

48
異
指
坤
維
而
西
顧

然
則
起
兵
難
自
於
青
蛾

50

菱
花
の
照
耀
た
る
を
問
ふ
莫

楡
葉

の
券
芳
た
る
を
謄
る
を

大
凡

國
を
有
つ
の
奪
き
も

傾
城
の
遇
す
る
は
牢
し

敦
か
言
は
ん

天
寳
の
南
面
す
る
あ
り
て

い
つ
く

て
ん
か

か
た
む

異
ん
ぞ
坤
維
を
指
し
て

西
に
顧
け
ん
や

然

ら

ば

則

ち

起

兵

は
青

峨

よ

り

す

と
難

も

斯

亦

聖

唐

之

数

斯

れ

亦

た

聖

唐

の
数

な

り

◎

原

(
上
平
聲
、
元
韻
)
、
門

・
魂

(
上
平
聲
、
魂
韻

)、
痕

(上
平

聲

、
痕
韻

)
…
…
元

・
魂

・
痕
韻

は
同
用
。
情

(
上
聲

、
小
韻

)、

◎

。

曉

・
鳥

(上
聲
、
篠
韻
)

…
…
小

・
篠
韻

は
同

用
。
燈

・
遊

・
留

(下
平
聲
、
尤
韻
)
、
頭

(
下
平
聲
、
侯
韻
)
…
…
尤

・
侯
韻
は
同

◎

。

用
。
急

・
入

・
及
(
入
聲
、
揖
韻
)
。
程

・
清

(下
平
聲
、
清
韻
)
、

。

生
(
下
平
聲
、
庚
韻
)
…
…
清

・
庚

韻
は
同
用
。
跡

・
醜

(
入
聲
、◎

昔
韻

)
、
晒
(入
聲

、
晒
韻
)
…
…
昔

・
晒
韻

は
同
用
。
粧

・
翔

・
芳

C

(下
平
聲
、
陽
韻
)
、
遇

・
敷

(去
聲
、
遇
韻
)
、
顧

(去
聲
、
暮
韻
)

…
-
遇

・
暮
韻

は
同

用
。
(O
は
題
韻
Q
『廣
韻
』

に
擦

っ
た
。
)
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史
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け
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(竹
村
)



中

國
文
學

論
集

第

十
八
號

底
本

は
四
庫
全
書
本
を
用

い
る
。

麹
↓
韻
、

元
↓
玄
等

、

異
体

字
、
別
体
字
、
避
譲
字

は
元
来

の
正
体
字

に
復
し
て
い
る
。
な
お

叢
書
集
成
本
、
四
部
叢
刊
本
、
全
唐
文
本
、
歴
代
賦
彙
本

、
馬
鬼

志
本
と
も

に
文
意

の
構
造

に
関
わ
る
大
き
な
異
同
は
無

い
。

貧
欲

な
悪
人

。
安
禄
山

を
い
う

。

長
安
南
方
、
終
南
山
中

の
褒
谷
斜
谷

に
浮
ぶ
雲
の
意

。
次
句

「
秦

樹
」

の
対
。

楊
貴
妃
末
期

の
描

写
に

つ
い
て
、
本
文
註

(
6
)
参
照
。

貴
人

(
こ
こ
は
楊
貴
妃

)
の
死
を
い
う
。

玄
宗

の
天
恩

に
喩

え

る
。
白
居
易

『
白
氏
文
集
』
巻
十
九
、
「
梨

園
弟
子
」
詩

(
一
二
九
〇
)
に
、

「
五
十
年
前
雨
露

の
恩
」
と
。

蜀
の
成
都

を
指
す
。

鏡

殿
は
長
安

の
宮
殿

。
三
春

は
三
回

の
春
。
三
年
。
玄
宗
(
明
皇

)

は
七
五
七
年
十

二
月

に
長
安

に
還
御
し
た
後
、
七
六

二
年
四
月
に

崩
御
す

る
。
こ
の
間

の
五
春
を
詩
語
と
し
て
三
春
と
表
現
し
た
と

解

す
る
。
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